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I 大会企画概要

……… 「世界のウチ ナーンチ ュ ネ ッ ト ワ ーク」 の構築

1 .  目 的 と 意義

直世界に雄飛 し 、 活躍 し て い る ウチ ナー ン チ ュ （沖縄県系人） は沖縄の貨重な人的財産であ る 。 こ れ ら の財
産 を経済、 文化、 技術等の各分野にお い て 、 本県 を か な め と し て 結び付け 、 有機的に機能 さ せ る た めのネ ッ
ト ワ ーク を 確立 す る こ と が本大会開催の 目的で あ る 。

亘二亘］………今、 世界のウチ ナーン チ ュ が、 我が国の国際交流に貢献す る 時が来た。
我 が 国の国際化、 国 際交流の在 り 方が、 巷問論 じ ら れて い る 中 、 か つ て 舟揖 を も っ て 万国の津梁 と な し た

ウ チ ナーン チ ュ が、 い ま 我が国の国際交流の歴史に大 き な役割 を 果 た す べ き 時が来た。
世界各地に在住 す る ウチ ナーンチ ュ 約27万人 は 、 ひ と り 本県のみ な ら ず我が国の貴 頂 な 人的財産で あ る 。

こ れ ら の方々 を有機的にネ ッ ト し 、 沖縄を 要 と す る あ ら ゆ る 分野の国際交流活動に連携 さ せ て い く こ と に よ
り 、 その地歩を更に充実 さ せ、 在住先国 と の交流を促進 し ひ い て は我が国の国際交流の拠点づ く り の一 翼 と
な っ て頂 く 。

国

l ． 国際化社会への貢献
2 ． 我が国の国際交流拠点づ く り
3 ． 沖縄の振興開発

沖縄収

1 ． 歴史的背致 と 地理的特性 を生か
し た国際交流の場の形成 と 交流
を 推進す る こ と

2 ． 平和で明 る い活力 あ る 収づ く り

〈世界の ウ チナー ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク 構想図〉

（ 
「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」

） 
沖縄を菱 と す る
1 ． 経済交流
2． 文化交流
3 ． 情報 ・ 技術交流
4 . ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

海外県系人

l ． ウ チ ナ ー ン チ ュ の誇 り の醸成
2 ． 在住先での地歩固め
3 ． 海外 日 系人社会の発展への寄与
4 ． 在住先国の発展への寄与
5 ． 技術、 情報の ト ラ ン ス フ ァ ー

市町村 ・ 民問

1 ． 企業活動の団際化 ・ 情報化への対応
2 ． 地域社会の活性化

一魅力あ る ふ る さ と 創生一

3 ． 親族、 友人 ど う し の交流
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2 . 背 最

( l ) 海外移住者の現状
翌ぺ約包万人、 活躍す る世界のウチナーンチュ

海外の沖縄県系人は現在約274. 100人。別表に記 し た
とお り その内訳 を 見 る と、 プ ラ ジルが117 , 000人と全体
の43％ を 占 め、 ハ ワイ 45 , 000人 を含め た ア メ リカ 合衆
国が計70 , 000人とな っ て い る 。 地域別に見 る と、 南米
4 ケ国で合計195 , 600人。 こ の地域 で約70％ を 占 め て い
る の は、 沖縄県出身者の海外移住者の最 も 多 い動機「広
大な土地 を 求め て 」 旅立 っ た た め で あ る とい え よ う 。
従来、 マスコ ミ でと り あ げ ら れて き た 「世界のウチナ
ー ンチュ 」 は、 ヨ ー ロ ッ パや ア メ リカ 合衆国な ど先進

国 を 舞 台 に成功 を収めた著名人が多 か っ たが、 世界的
に見る と海外移住者の大多数 は 、 中南米 を 中心に股業
な どで生計を立て 、 同胞同志力 を 合わ せ て 、 多 く の困
難 に 立 ち 向か っ て い る 。

県出身者た ち は、 移住先国にお け る 困難の時代 を 、
不屈の意志と持前のお お ら か さ に よ り 乗 り 超 え て 、 堅
実な歩みを続けて い る 。 こ こ で も ウチナ ー ンチュの勤

勉 さ は高い評価 を 得 て 、 各国社会の良 き 椛成員と し て
活躍 し、 信頼 さ れ る までに至 っ て い る 。

国別沖縄県系人数 （ペス ト 6 )

国 名 沖縄県系人 日 系人総数

プラ ジ ル連邦共和国 1 17 , 000 I ,  168, 000 
ア メ リ カ 合衆国 （ハ ワ イ を含む） 70 , 000 878 , 064 
ペルー共和国 39 ,000 60 , 090 
アルゼ ンチン共和国 30 , 800 43 , 964 
ポ リ ビア 共和国 8 , 800 14 , 619 
カ ナ ダ 1 , 300 65 , 304 

(2) ? 1 世紀に向けて—第 ？ 次沖縄振興開発計画

昭和57年 8 月 (1982年）に策定 さ れた 「第 2 次沖縄

振典開発計画」 の中で、 国際交流の場の形成と推進 を

テ ーマに掲げ、 下記の具体的施策が位岡付け ら れた。

国際交流の場を形成する ために一

〇航空路線網の拡充と那覇空港の整備拡充 を はか る

〇那覇港の整備と国際屯話 サ ー ピスの高度化 を は か る

〇国際セ ンタ ーの設四と、 国際的機能 を 集積 さ せ る 。

〇国際的な 会議、 集会施設の整備と宿泊施設の整備 を

進め る

〇国際交流団体の育成、 語学教育の振興 を は か る

〇国際的な観光 レクリ エ ー ションの振興 を はか る
国際交流を推進 す る た めに一一

〇各種国際会議の開催を推進す る
〇東南 ア ジ ア諸国等との研修生 ・ 留学生の相 互 派遣 を

進 め る

〇南米等の移住者子弟留学生の受入れ を推進す る

〇国際交流に関す る情報の収集及び普及に努め る
〇諸外国との経済 · 文化・ 学術等の交流 を 促進す る
〇南米等への技術移転、 技術者の海外移住 を促進す る

さ ら に、 その 4 年後の昭和6 1 年に は 、 国際交流の場
を形成す る た め に、 「世界のウチナ ーンチ ュ 大会」 （仮
称） の開催を検討す る 、 と い う 具体的 な 項 目 が追加 さ
れ て い る 。

(3) 「ポスト国体」 の期待ーーあの感動を 未来へ

昭和62年 (1987) 沖縄県初の本国体 「海邦国体」 が

開催さ れ、 大活躍 し た 県勢の優勝 も あ っ て 大成功 を収

め た。 ま た 、 こ の開催を 記念 し て 7 ケ国の移住者代表
515名 を一同に集め た 「 ワール ド ・ ウチナ ー ・ フ ェ ス テ
イ パル」 も 開かれ、 大好評の う ち に世界のウチナ ーン
チュ が帰途につ い た。 本企画 「世界のウチナーンチュ

大会」（仮称） は 、 こ の ワー ル ド ・ウチナ ーンチュ ・ フ

ェ ス テ イ パルの流れ を く み、 さ ら に大 き な 規模と画期

的な企画で構成さ れ る イ ペ ントで、 何十年ぶ り かで見
る 祖国沖縄の晴れ姿に涙 し た あのウチナーンチュ た ち

の感動 を 永続的に未来に伝え る も の で な く て は な ら な
し ' o

3 . 課題 と 戦略

( l ) 課題一単な る 「 ま つ り 」 で終 っ て し ま っ ては、

目 的 は果たせな い。

さ て 、 こ の よ う に社会的 な 意義 も 高 く 、 大規模 な本
企画であ る が、 考 え て み る と、 大 き な 課 題 を は ら んで
い る とい え る 。

海外の県出身者をまとめ あ げ て 、 世界的なネ ッ ト ワ
ークづ く り を は か り 、 沖縄県の最大の財産で あ る 「 人

材」 を 、 来 る 2 1世紀の た めに活用 し よ う とい う 目 的 は

遠大で、 ー朝ータで達成で き る も ので は な い。
表面的に見れ ば、 世界各国、 本土各地のウチナーン

チ ュ を一堂に集 め 、 郷土芸能や コ ンサ ート を 企 画 し て 、

県 民 を 巻 き 込 んでの 「まつ り 」 を 催 せ ば よ い よ う に思

わ れ る が、 それでは本企画の 目 的 を充分達成す る こ と
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はで き な い 。
そのた め に は 、 本企画 を 単 な る

一過性の イ ベン ト ＝ まつ り 1で は な く 、
永続性 • 発展性のあ る イ ベント ＝ 事業 1に育んでゆ か

な け れ ば な ら な い。

(2） 戦略�「世界のウチナーンチュ ネ ッ ト ワーク」
形成のために

海外か ら 500名 、 本土各 県 か ら 4 , 500名のウチナーン
チュ を 動員す る と い う 本企画。 こ れ だ けのウチナー ン
チュが集 っ て 来 て 、 イ ベン ト を楽 し ん だ後、 再び帰 っ
て ゆ く 。 「 あ あ 、 楽 し い 思 い出 だ っ た 。 」 で済ませ て し
ま っ て は、 何の継続性 • 発展性 も 期待で き な い。 そ こ
で、 本大会では こ の海外か ら 集ま っ て く る ウチナーン

チュた ち に、 ひ と つの重大な 「使命」 を 担 っ て い た だ
く こ ととす る 。 こ れが 「世界ウチナーンチュネット ワ

ーク」 形成を 目 標に据 え た シンポジウム 「21世紀のウ
チナー 」 の開催であ り 、 「民間ウチナーンチュ大使（仮
称）」 の制定で あ る 。

4 . 大会 コ ン セ プ ト

本大会 は 、 国 、 県 、 市町村、 海外在住者、 民間（団
体、 企業、 県 民） と い う よ う に、 各界、 各層 レ ペルの
参加がな く て は 、 その 目的 を 達成す る こ と はで き な い 。

し か も 、 各国か ら 多 く の移住者及び関係者 が参加す
る イ ンタ ーナショナル な大会であ る 。 そ こ に は、 各国

の言葉 を 超越 し た共通の概念が必要であ り 、 そ こ で注
目 し た いの が「 カ チ ャ ー シー」であ る 、 「 カ チ ャ ーシー」
は、 特別なルール や 振 り 付け も な く 、 見 よ う 見まねで
誰で も 参加出来 る 、 と い う 点で リ オ の カ ーニパルや、
徳島の阿波 お ど り にひ け を と ら な い一大パフ ォ ーマン
ス た り え る 。 以上の観点 か ら 大会の コ ンセプト を

I カ チ ャ ー シ ー で、 心 は ひ と つ I 
と し 、 大会のシンポルマーク な どで ピジュ ア ル化す る 。

5 . 大会の ネ ー ミ ン グ と シ ン ポ ルマー ク

□戸ク］
沖縄 ・ 人ー一その広が り を 求 め て一一

「世界のウチナーンチュ大会」

I サ プ キ ャ ッチ I
世界のウチナーンチュがや っ て き た ．”l ロ ゴタ イ プ I

世界のウチナーンチュ大会

I シン ボルマーク I
ー ン＋ュ
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II 総 括 関 係

l . 開催ま での歩み

• 1986年（昭和61年） 9 月 「沖縄振興開発の課題と
展望J に お い て 「世界のウチナーンチュ大会の開催を

検討す る 。 」 と位阻づ け ら れ る 。

• 1987年（昭和62年） 7 月 「昭和63年度頂点施策J
に お い て 「世界のウチナーンチュ大会の開催に 向 け て
検討す る 。 」 と位岡 づ け ら れ る 。

• 1987年（昭和62年） 10月 海邦国体に海外県出身者
515人招待 さ る 。 その際、 歓迎 レセプ ション「 ワー ル ド ・

ウチナーフ ェ ス テ イ パル」 を 開催、 「 世界のウチナーン

チュ大会」 の先駆けと な る 。

• 1988年（昭和63年） 7 月 「昭和64年度重点施策J
に お い て 「世界のウチナーンチュ大会の開催に 向 け て
準備 を 進 め る 。 」 と位臨づけ ら れ る 。
• 1989年（平成元年） 3 月 「世界のウチナーンチュ

大会」 企画概要につ き 調査

• 1989年（平成元年） 8 月 大会の概要に つ き 庁議決
定
• 1989年（平成元年） 8 月 第 一回世界のウチナーン

チュ大会実行委員会の開催
• 1989年（平成元年） 1 1 月 世界のウチナーンチュ大

会実行委員会事務局の発足
· 1989年（平成元年）12月 国内航空会社 5 社 (JAL,

ANA, SWAL, JAS, A N K) に協力 を 要請

• 1990年（平成2年） 1 月 市町村説明会の開催
• 1990年（平成2年） 2 月 キ ャ ラ バン（第 2 次 ： 南

米、 北米、 ハ ワ イ）の派遣
• 1990年（平成2年） 4 月 第 2 回実行委員会の開催
• 1990年（平成2年） 5 月 「ウチナーンチュ民間大

使」 の決定

• 1990年（平成2年） 6 月 「特別招待者」 の決定

• 1990年（平成2年） 7 月 大会実施本部の発足

2 . 大会実行委 員会関係

( 1 ) 「世界の ウチナーンチュ大会」
実行委員会規約

（名 称）

第 1 条 本会 は 、 「世界のウチナーンチュ大会」実行委

員会（以下、 「本会」 と い う 。）と称す る 。
（目 的）
第 2 条 本会 は、 海外に在住す る ウチナーンチュを 有

機的にネ ット し 、 本県 を か な め とす る 経済、 文化、
情報等あ ら ゆ る 分野にお け る 交流ネット ワーク作 り

を 意図 し て 、 平成2年度に開催 さ れ る 「世界のウチ
ナーンチュ大会」 を 実施 し 、 も っ て本県の国際交流
拠点形成に資す る こ と を 目的とす る 。

（事 業）
第 3 条 本会 は、 前条の 目 的 を 達成す る た め 次の事業

を 行 う 。

( 1 )  「ウチナーンチュ民間大使」 の認証式
(2) 芸能交流祭
(3) 武道交流祭（含武道サ ミ ット）
(4) 世界のウチナー展
(5) シンポジ ゥ ム 「21世紀のウチナー 」
(6) その他 「世界のウチナーンチュ大会」 開催に必要

な 事業。
（組 織）

第 4 条 本会 は 、 会長、 副会長、 委 員 及 び監事 を も っ
て 組織す る 。

2 会長 は 、 沖縄県知事の職にあ る 者 を も っ て 充 て る 。

3 副会長、 委 員 及 び監事 は、 別表 I に掲 げ る 職にあ
る 者と し 、 会長が委嘱す る 。

（役 員）
第 5 条 削除

（役員の職務）
第 6 条 会長 は 、 本会を 代 表 し 、 会務 を 総理す る 。
2 副会長 は 、 会長 を補佐 し 、 会長に事故あ る と き は

その職務 を代理す る 。
3 その職務 を 代理す る 者 は、 あ ら か じ め会長が指定

し た者とす る 。
4 監事 は、 会 長 か ら 審査に付 さ れた決算打 を監 査す

る 。

（任 期）

第 7 条 役員、 委 員 及び監事の任期 は、 本会が解散 さ

れ る までとす る 。

（会 議）
第 8 条 会議 は、 会長が招集す る 。
2 第 3 条に掲 げ る 事業 を 推進す る た め 、 本会 は 、 次

の各号に掲 げ る 事項 を 審議 し、 決定す る 。

2 3  



( I)  大会運営に係る 基本方針に関す る こ と 。
(2) 事業計画 に聞す る こ と 。
(3) 予n及び決nに関す る こ と 。
(4) 規約の制定、 及び改廃 に 関 す る こ と 。
(5) その他、 頂要な事項に関す る こ と 。

（議 事）
第 9 条 本会の議事 は 、 出席委員 の過半数で決 し、 可

否同数の と き は、 議長の決 す る と こ ろ に よ る 。

（会長の専決処分）
第10条 会長は、 会議 を招集す る い と ま がな い場合 に

お け る 緊急な事項 に つ いて は 、 こ れ を 再決処分す る
こ と がで き る 。

2 会長 は 、 前項の規定 に よ り 専決処分 し た と き は 、

こ れ を次の会議 に 報告 し その承認 を 求 め な け れ ばな
ら な い。

（幹事会）
第 1 1 条 本会に幹事会を お く 。
2 幹事会は、 委員会に付議すべ き 事案 を あ ら か じ め

調査検討 し、 委員会の円滑な運営 を 図 る 。
3 幹事会 は幹事長 、 副幹事長及び幹事 を も っ て組緞

す る 。
4 幹事長に は、 沖縄県総務部知事公室次長 を も っ て

充て る。
5 副幹事長及び幹事は、 別表第 2 に 掲げる職に あ る

者 と し、 会長が委嘱 す る 。
6 幹事長 は 、 会務 を総括 す る 。

7 幹n9長 に 事故があ る と き は、 又は欠 け た と き は、

副幹m長がその職務 を代理 す る 。
8 幹事長 は、 必要があ る と 認め る と き は専門家又 は

関係者 を参考人 と し て 幹事会に出席 を求め る こ と が
で き る 。

（専門部会の設四）
第12条 削除

（事務局）

第13条 本会の事務を 処理す る た め、 沖縄県総務部知

事公室国際交流課に事務局 を 渥 く 。

2 事務局職員 は、 県関係部局、 関係機関等の職員 を
兼務 さ せ る も の と す る 。

3 取務局に関 し必要な事項 は、 会長が別 に定め る 。
（会 計）

第14条 本会の経費は、 負担金 その他の収入 を も っ て
充 て る 。

第15条 本会の会計年度 は 、 毎年 4 月 1 日 に 始 ま り 、

翌年 3 月 31 日 に終 わ る 。

2 本会の会計に関 し必要な祁項 は、 会長が定め る も

の の ほ か、 沖縄県の財務に関す る 諸規定の例 に よ る 。
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（委 任）

第16条 こ の規約に定め る も のの ほ か、 本 会の運営に
関 し必要な事項 は 、 会長が別 に定 め る 。

附 則
1 こ の規約は、 平成元年 8 月 17 日 か ら 施行 す る 。

別表 I （第 4 条関係） 実行委員会名簿

委員・役員 所 属 役 職

会 長 沖 縄 県 知 事

副 会 長 沖 縄 県 副 知 事

副 会 長 沖 縄 県 副 知 事

副 会 長 沖 縄 県 出 納 長

副 会 長 沖 縄 県 技 監

副 会 長 沖 縄 県 市 長 会 会 長

副 会 長 沖 縄 県 町 村 会 会 長

副 会 長 沖 縄 県 観 光 連 盟 顧 問

副 会 長 沖 縄 県 銀 行 協 会 会 長

委 員 沖 縄 県 総 務 部 長
委 員 沖 縄 県 審 議 監

委 員 沖 縄 県 知 事 公 室 長
委 員 沖 縄 県 企 画 開 発 部 長
委 員 沖 縄 県 振 興 開 発 室 長
委 員 沖 縄 県 生 活 福 祉 部 長
委 員 沖 縄 県 環 境 保 健 部 長
委 員 沖 縄 県 病 院 管 理 局 長
委 員 沖 縄 県 膜 林 水 産 部 長
委 員 沖 縄 県 商 工 労 働 部 長
委 員 沖 縄 県 観 光 文 化 局 長
委 員 沖 縄 県 土 木 建 築 部 長
委 員 沖 縄 県 教 育 長

委 員 沖 縄 県 企 業 局 長

委 員 沖 縄 県 警 察 本 部 長

委 員 沖 縄 県 国 際 交 流 財 団 専 務 理 事
委 員 沖 縄 県 観 光 開 発 公 社 専 務 理 事
委 員 制沖縄コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー 専 務 理 事
委 員 沖 縄 県 人 材 育成財 団 理 事 長
委 員 海洋博覧会記念公園管理財団 常 務 理 事
委 員 オ キ ナ ワ コ ンベ ン シ ョ ン ピ ュ ー d- 会 長
委 員 国 際 協 力 事 業 団 沖 縄 支 部 長
委 員 沖 縄 県 体 育 協 会 会 長
委 員 沖 縄 県 工 業 連 合 会 会 長
委 員 沖縄県 商工会議所連合会 会 長
委 員 沖 縄 県 商 工 会 連 合 会 会 長
委 員 沖 縄 県 経 営 者 協 会 会 長



『1

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
監
監

員 沖縄 県 中小企業団 体 中 央 会＇ 会 長
員 協同組合沖縄フ リ ー ト レー ド ゾー｀／ 会 長
員 沖縄 県 晨 業 協 同 組 合 中 央 会 会 長
員 沖 縄 県 水 産 業 中 央 会 会 長
員 日 本青年会議所沖縄地区協議会 会 長
員 沖 縄 県 青年 団 協 議 会 会 長
員 沖 縄 県 婦 人 連 合 会 会 長
員 沖縄し！旅館困視衛生同業組合 副 理 専 長
員 沖縄 県 善 意通訳友の会 会 長
員 N T T 沖 縄 支 社 支 社 長
員 K D D 沖 縄 支 社 支 社 長
員 N H K 沖 縄 放 送 局 局

・
長

員 琉 球 放 送 咋 社 長
員 沖 縄 テ レ ピ 放 送 闘 社 長
員 琉 球 新 報 社 社 長
員 沖 縄 タ イ ム ス 社 社 長
員 濶 ラ ジ オ 沖 縄 社 長
員 F M 沖 縄 社 長
員 0.t) 沖 縄 県 パ ス 協 会 会 長
員 0.t) II タ ク シ ー 協 会 会 長
員 沖 縄 電 力 株 式 会 社 社 長
事 沖 縄 県 総 務 部 次 長（財 政 担 当）
事 沖縄県商工労働部観光文化局 次 長

幹
幹
幹

事 沖 縄 mR 国 際 交 流 財 団 1 事
事 沖 縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー 事
事 オ キ ナ ワ ・ コ ンペンショ ンピュー 〇ー 事

務
務
務

局
局
局

長
長
長

(2) 「世界のウチナーンチュ大会」 実行委員会
事務局の組織及び運営に関する規程

総 則

局

別表 2 （第 1 1 条関係） 実 行委員会幹事名簿

委 員 ・ 役員 所 属 役 職

幹 事 長 沖縄県 総 務 部 知 事 公 室 次 長
副 幹事長 沖 縄 県 総 務 部 次 長
副幹事長 沖 縄 県 総 務 部 次 長（財政担当）
幹 事 沖 縄 県 総 務 部 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 総 務 部 人 事 課 長
幹 事 沖 縄 県 総 務 部 財 政 課 長
幹 事 沖 縄 県 企 画 開 発 部 企 画 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 生 活 福 祉 部 福 祉 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 衷 境 保 健 部 保 饉 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 胞 林 水 産 部 典 林 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 商 工 労 慟 部 商 工 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 商 工 労 慟 部 商 工 課 長
幹 事 沖 縄 県 商 工 労 働 部 企業立地対策 室 長
幹 事 沖 縄 県 観 光 文 化 局 観 光 振 典 課 長
幹 事 沖 縄 県 観 光 文 化 局 文 化 振 興 課 長
幹 事 沖 縄 県 観 光 文 化 局 収民会館建設室長
幹 事 沖 縄 県 土 木 建 築 部 土 木 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 教 育 委 員 会 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 教 育 委 員 会 文 化 課 長
幹 事 沖 縄 県 企 業 局 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 公 安 委 員 会 総 務 課 長
幹 事 沖 縄 県 観 光 開 発 公 社 事 務 局 長

第 1 章

（趣 旨）
第 1 条 こ の規程 は、 「世界のウチナー ンチュ大会」実

行委員会規約第13条第 3 項の規程に埜づ き 、 「世界の
ウチナー ンチュ大会」 実行委員会事務局（以下 「事
務局」 と 言 う 。）の組織及び運営に関 し必要 な 事項 を
定 め る も の と す る 。

第 2 章 事 務
（事務局）
第 2 条 事務局 は、 沖縄県総務部知事公室国際交流課

内に置 く 。
（業 務）
第 3 条 事務局 は 、 「世界のウチナー ン チュ大会」実行

委員会に関す る 一切の事務 を処理す る 。

（組織及び所掌事務）
第 4 条 事務局に、 別 表 第 1 に掲 げ る 班 を 置 き 、 そ れ

ぞれ同表に掲げ る 事務 を 分掌 す る 。
（職 員）

第 5 条 事務局に次の職員 を 置 く 。
( 1 ) 事 務 局 長

(2) 参 与

(3) 事務局次長
(4) 班 長

(5) 班 員
2 事務局長 は 、 沖縄県総務部知事公室 国 際交 流課長

を も っ て 充 て る 。
3 会長 は、 前項に定め る も のの ほ か、 特に必要があ

る と 認 め る と き は、 院員 を 任命 又 は委嘱 す る こ と が

で き る 。
（職 務）

第 6 条 事務局長 は 、 会長の命 を 受 け 事務 を総括 し 、

職員 を 指揮 監督 す る 。

2 参与 は 、 事務局の特定重要事項 を 処理 す る 。

3 事務局次長 は 、 事務局長 を 補佐 し 、 事務局長に事

故あ る と き は 、 あ ら か じ め事務局長の指定 し た事務

局次長 が そ の職務 を代理 す る 。

4 班 長 は 、 上司の命 を 受 け 班の事務 を 総括 す る 。

5 班員 は 、 上司の命 を 受 け 事務に従事す る 。
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第 3 迂 事務の決裁
（ 専 決）

第 7 条 ni務局長及び班長 は、 別表第 2 に 掲 げ る 事項

を専決す る こ と がで き る 。
（代理決裁）

第 8 条 会長が不在の と き は、 あ ら か じ め、 会長が指

定 し た副会長が、 会長及び副会長が と も に 不在の と
き は、 事務局長がその事務を代理決裁す る。

2 事務局長が不在の と き は、 事務局次長がその事務
を代理決裁す る。

3 代理決裁 し た事項 に つ い て は、 専決すぺ き者に速

や か に 後 閲 を 受 け 、 又 は報告 しな ければな ら な い。
（I（ 要リ［項等の再決留保）

第 9 条 ni決者 は 、 こ の規程の定め る と こ ろ に よ り 、

再決で き る 事項であ っ て も 、 事案の内容が特 に 頂 要
で あ る も の、 異例の もの、 疑義のあ る も の、 重大な
紛争 を生ず る お そ れのあ る もの等は、 上司の決 裁 を
受 け な け れ ば な ら ない。

第 4 章 文 害
（収受及び発送）

第 J O条 事務局に到沼 し た文僭及び物品 は、 総務班で

収受 し 、 配布す る も の と す る 。

2 文内 及び物品の配送事務 は、 各班に おい て行う も
の と す る 。

（記号及び番号）

第11条 文 苫 に は 「世ウ委」 の記号 を付 し 、 総務班備
え付 けの文田処理簿に よ る 一連番号 を つ け な け れ ば
な ら な い。 た だ し 、 軽易な文t1 に つ い て は、 こ れ を

省略す る こ と がで き る 。
（ 発信者名）

第 12条 文内の発信者名 は、 会長名 を 用 い る も の と す
る 。 た だ し 、 事案の軽 易 な文1り に あ っ て は事務局長

名 を 用 い る事がで き る 。
（合 議）

第13条 他の班に関係があ る と 認め ら れ る 起案文書に

つ い て は、 当該班に合議 し な け れ ばな ら な い。
（文円の保存）

第14条 文苔の処理 を完結 し た も の は、 各班 に お いて
編 さ ん し 、 事務局長が指示す る 日 ま で保存 し な け れ
ばな ら な い。

第 5 章 公 印

（公 印）
第 15条 公印の種類 は、 別表第 3 の と お り と す る 。

2 前項 に定め る 公印の管理者 は 、 総務班長 と す る 。

第 6 章 服 務

（服 務）
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第16条 罷員の服務 に つ い て は 、 沖縄県戦員の例 に よ
る 。

第 7 章 財 務

（予印案の作成）
第 17条 事務局長 は、 予算案 を作成 し 、 会長の決裁を

受 け な け れ ば な ら な い。 予算の補正につ い て も 同様
と す る 。

（出納員の設h?i)
第 18条 事務 局 に 出 納員 を 図 く 。
2 出納員 は事務局次長 （総務担当 ） を も っ て 充 て る。
3 出納員の職務 は、 次の各号の と お り と す る 。

(1) 現金 （証券 を含む ） の出納及び保管 に 関す る こ
と 。
(2) 物品の出納及び管理 に関す る こ と 。
(3) 前各号に 付随す る 会計事務 に 関す る こ と 。

4 事務局次長 （総務担 当 ） が不在の場合、 総務班長
が出納員の職務 を 代理 す る 。

（出納閉鎖）

第 1 9条 出納 は 、 翌年度の 5 月 31 日 に 閉鎖す る 。
2 前項の出納閉鎖期 日 は 、 会長がやむ を 得 な い と 認

め る と き は 、 その期 日 を 変更す る こ と がで き る 。
（金曲機関の指定）

第20条 現金の出納 は、 事務局長が指定 す る 金融機関
を通 し て取 り 扱 う も の と す る 。

（決 n)

第21 条 出納員 は、 出納閉鎖後60 日 以 内 に 収入支出決

算 也 を 、 会長 に 提出 し な け れ ば な ら な い。
第 8 章 補 則

第22条 こ の規程に定め る も のの ほ か、 事務局の運営
に 関 し て は、 沖縄県の諸規則等の例 に よ る 。

附 則

1 こ の規程 は 、 平 成 元年10月 26 日 か ら 施行 す る 。



別表第 1 （第 4 条関係） I 
班 名 所 常 事 務

1 総合調整 に 関 す る 事項

2 諸規程の改廃 に 関す る 事項

3 組織及び人事 に 関 す る 事項

4 予 算の編成及び執行 に 関 す る 事項

5 出納事務 に 関 す る 事項

6 国 、 県 、 市町村、 関係機関 と の連
絡調整 に 関 す る 事項

総 務 班
7 外国 と の一般的連絡調 整 に 関 す る

事項

8 委員会、 幹事会に 関す る 事項， 大会実施本部 に 関 す る 事項

1 0  大会の収支 に 関 す る 事項

1 1  企業協円 に 関 す る 事項

12 寄付金 に 関 す る 事項

13 そ の他、 他の班に 属 さ な い事項

1 マ ス コ ミ の取材 に 関す る 事項

2 キ ャ ラ バ ン隊 の 派遣に 関す る 事項

3 テ ー マ ソ ン グの 公 林 に 関 す る 事項

4 写真集、 記録集、 報告也の作成に
関 す る 事項

広 報 班 5 パ ン フ レ ッ ト の作成 に 関 す る 事項

6 開、 閉会時の記者会見 に 関 す る 事
項

7 記念品 に 関 す る 事項

8 そ の他、 広報 に 関 す る 事項

1 「 ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使」 選定

に 関 す る 事項

2 参加者 リ ス ト の作成 に 関す る 事項

3 V I P 招 待 に 関 す る 事項

招 待 班 4 宿泊計画 に 関 す る 事項

5 輸送計画 に 関 す る 事項

6 各国首脳か ら の メ ッ セ ー ジ に 関 す
る 事項

1 オ ー プニ ン グ セ レ モ ニ ー 、 歓迎 レ

セ プ シ ョ ン に 関 す る 事項

2 民間大使認証式 に 関 す る 事項

3 芸能交流祭 の計画、 調整 、 実施に
関 す る 事項

I 
4 武道交流祭 （含、 武道サ ミ ッ ト ）

の計画、 調整、 実施 に 関 す る 事項

5 シ ン ポ ジ ウ ム 「2 1 世 紀 の ウ チ

イ ペ ン ト 班 1 ナ ー 」 の計画、 調整、 実施に 関 す
る 事項

6 世界 と ウ チ ナ ー 展の計画、 調整 、

実施に関す る 事項

7 ミ ュ ー ジ ッ ク コ ン サ ー ト に 関す る
事項

8 各 イ ベ ン ト ヘの外国 か ら の参加に
閑す る 事項

1 事務局長専決事項

(1 )  班長及び班員 の任命

(2) 事務局長、 事務局次長、 班長、 班員の旅行命令

及び復命の受理

(3) 職員以外の者の旅行依頼及び報告の受理

(4 )  国、 市町村、 関係機関 と の 協議

(5)  頂要 な通達、 進達、 副 申 、 通知、 照会、 回答又

は報告

(6)  シ ン ポ ル マ ー ク の使用許可及び協賛の付与

(7) 予算の配当 、 流用 及 び収入金の調停並 び に 徴収

2 班長専決事項

(1) 班員 の事務分担

(2) 軽易 な通達、 進達、 副進、 通知、 照会、 回答又

は報告

(3 )  支 出 負担行為の決定及び支出命令 （総務班長の

み ）

別表第 3 （第 15 条関係）

公印 の種類 ひ な 型 寸 法

世界の ウ チ

会 長 印
ナ ー ン チ ュ 大 70 ミ リ メ ー ト ル平方

会実行委 員 れ い 害

会会長の印

世界の ウ チ

ナ ー ン チ ュ 大 70 ミ リ メ ー ト ル平方
事務局長印 会

れ い 苔
実行委員会事

務局長之印

27 



� (3) 大会の執行およ び組織体制

執行お よ び組織体制

主 催 者

・ 沖縄収
・ 帥沖縄し�1国際交流財団
・闘沖縄コンペンシ ョ ンセ

ンター
・ 沖縄蜆光開発公社

実 行 委 員 会

. - - - - - ------ ---- ----- ---· - - .  ·-- - - - - - -- - - - -

実 施 本 部

会 長 ： 県 知 事
副 会長 ： 副 知 事
副会長 ： 副 知 事
副会長 ： 出 納 長
委 員 ： 関係部長

閑係団体代表
市長会代表
町村会代表
県内 （外） マスコ
ミ 代表

幹 事 会
（専 門 部 会）

事 務 局

後 援

・ 沖縄開発庁 ・沖縄テ レ ピ
・外務省 ・琉球放送
• 国防 協力�ll業団 ・ 沖縄タ イ ムス
• 国際 交流基金 ・ 琉球新報
· K D D  ・ ラ ジ オ 沖縄
· N T T  · F M沖縄
・ 沖縄郵政管理事務所 · N H K  

協 笠

• 各市町村 ・ 日 本航空
・ 県体育協会 ・ 全 日 空
• 海洋間記念公園 • J A S  
• 県内外企業 · A N K  

• 南西航空
· V A R I G  
・ コ ンチネ ンタル航空
・ ノ ースウエス ト 航空

事 務 局 長
（国際交流課長）

参 与 次 長

イ ペ ．ン ト 班 言 エエ



世界のウ チナー ンチュ大会実行委員会事務局組織図

参 与
（藉金 ・ 通訳担当）

事 務 局 長

交
通・
接
遇
担
当
次
長

イ
ペ
ン
ト

担
当
次
長

イ
ベ
ン
ト

第一
班
長

イ
ベ
ン
ト

第
二
班
長

総

括

次

長

広

報

班

長

招

待

班

長

総

務

班

長

班
員一
名

班
員一
名

班
員一
名

班
員
三
名

班
員
二
名

班
員
二
名

班
員一
名

班
員
四
名

2
9
 



3 . 大会実施本部体制関係 (2) 組織図、 動員計画等

( l ) 塞本的考え方
◎ 8 月 23 日 オ ー プニ ン グの体制 （式典運営）

8 月 24 日 ー 26 日 の体制 （ イ ベ ン ト 管理） の 2 体制 に

分 け る 。
◎下記の業務 に つ い て は、 実施本部で は対応せ ず事務

局で対応す る。
・ 空港 での歓迎セ レ モ ニ ー及びイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

· V I P の対応
◎県職員の動員依頼は原則 と して総務部を対象 と する。

◎別紙参照

(3) 動員体制 について

◎県職員
各班長 に つ い て事務局及び国際交流課職員 で対応
そ の他班員 に つ い て 総務 部 の 主事 ク ラ ス の動員 を依
頼す る 。

◎ コ ンペ ン シ ョ ン セ ン タ ー、 国際交流財団職員
セ ン タ ー及び財団の運営に 支障の な い範 囲 で対応す
る 。

I 世界のウチナー ンチュ大会実施本部

参 与 交流財団 嘉 陽 宗 陰

セ ン ク ー 斬 里 健

観光公社 池 村 賢 次

本部長 県 知 事 西 銘 順 治
副本部lと 副 知 J1 宮 城 宏 光

副 知 !f1 負貪 長 助 裕
出 納 J↓ 米 村 宰 政
ilil 比 立 91. 
町村会 会只• 山 城 し9 政
聾↓光連盟副IIn u !Il 定 三
瓜 1子 協 会 会 J,l, li:J JIii 晃

紀括部長 公 室 長 村 山 盛 敏

総括次長 公 室 次 長 饒平名 知 昇
交 流 財 団 屋宮祖 陸
セ ン タ ー 当 銘 勝 雌
観 光 公 社 饒平名 知 宏

!JI務部長 困際交流課長 照 屈 渭 一

nuが次長 交 流課補 佐 赤 ＿悧 次 男

通
訳
班
長（
兼）
高
良
佗
栄

副
班
長

新
城
秀
人

交
通
班
長（
兼）
与
隕
朝
栄

副
班
長

押
方
寛
祐

駐
車
場
係

会
場
班
長

知
念
英
信

副
班
長

糸
数

勝

案
内
係

ク
ロ
ー
ク
係

連
絡
潤
整
係

連
絡
潤
整
係

連
絡
調
整
係

会
場
整
理
係

連
絡
調
整
係

車
両
誘
導
係

連
絡
潤
整
係

連
絡
調
整
係

籍
設
策
理
係

広
報
班
長

大
城
真
幸

副
班
長

比
嘉
輝
久

接
待
班
長

野
里
葉
子

副
班
長

国
吉

薫

来
賓
係

受
付
班
長

赤
棗
徳
男

副
班
長

長
浜
守
穀

受
付·

記
念
品
係

紀
務
班
長

本
間

勝

副
班
長

仲
本
朝
久

食
品
係

救
護
係

総
務
係

会
場
籍
設
の
管
糎
に
関
す
る
こ
と

受
付 、

案
内
で
の
通
訳
に
関
す
る

こ
と

各
駐
車
場
間
及
び
各
班
と
の
連
絡

調
整
に
関
す
る
こ
と

実
施
本
部
貝
の
弁
当
の
管
理 、

配

布
に
関
す
る
こ
と

招
待
者
等
の
受
付
及
び
記
念
品
の

配
布
に
関
す
る
こ
と

招
待
客
の
手
荷
物
の
一
時
預
り
に

関
す
る
こ
と

各
班
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ

と来
賓
の
出
席
確
認 、

会
場
案
内
及

び
湯
茶
接
待
に
関
す
る
こ
と

籍
道
機
関
と
の
連
絡
潤
整
及
び
プ

レ
ス
セ
ン
ク
ー

の
行
理
に
関
す
る

こ
と

イ
ベ
ン
ト
部
門
の
管
理
及
び
連
絡

躙
整
に
関
す
る
こ
と

会
場
内
外
の
案
内 、

誘
導
に
関
す

る
こ
と

会
場
内
外
の
整
理 、

保
安
及
び
籠

栽
管
理
に
関
す
る
こ
と

各
班
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ

と駐
車
場
の
管
理
に
関
す
る
こ
と

交
通
整
理
に
関
す
る
こ
と

救
急
に
閲
す
る
こ
と

大
会
運
営
紀
合
調
整 、

苦
情
処
理

に
関
す
る
こ
と
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大会実施本部 タ イ ム ス ケ ジ ュ ール ( 8 月 2 3 日 ）

共 通 事 項 受 付 班

6 : 00 

7 : 001大会決行 ・ 延期の決定

8 : 00
1
費員災合

8 : 301 111務部長�II辞 ・ 各班打合せ

9 : 00 
9 : 15 
9 : 30 
10 : 00 

10 : 15 1総括部長訊1辞
各班 リ ハー サ ル

13 : 00 

動員職[i集合
パ ス し印庁発
動員臓月到租

1 1 : 00 ＇ 女事

12 : 00 1 班長集合 （確認） 通訳ポ ラ ン テ ィ ア集合

救護所開設

14 : 001受付開始 （海外参加者等）

15 : 00 除幕式
15 : 30 | llll 場
16 : 00 オ ー プニ ン グセ レ モ ニ ー開会

食 事

17 : 00 
班長集合 （情報交換）

17 : 30 
オープ::. ングセレモニー 昌示棟レセプシ ョ ン

閉会 会場作 り
18 : 00 

18 : 30 
オープニングレセブシ ョ ン 屋外レセプシ ョ ン
開会 会場作 り

19 : 00 
20 : 00 
20 : 30

1
オ ー プニ ン グ レ セ プ シ ョ ン閉会

21 : 00 
21 : 45 ポ ラ ン テ ィ ア ・ 動員職員集合

事務部長挨拶

22 : 001 動員職月Illパス 出発

3

I
 

涵外参加名帰宅 ま での フ ォ ロ ー

23 : 001 全体会躍

総 務 班

起 床 （ホ テ ル 泊 込：
み）

．
＇ ＇ 

気象情輻入手 ： 
大会決行・延期の躙：
整

'

く荒天時連絡体制〉：
会場点検 ． ． 

戸

紅
偏

： リ ハーサル ： 確認 · 点検

弁当 ・ 飲物 配布 ：
： 弁当配布

; : : 

! i i 
： 涵外受付・ ク ロ ー ク ： ！ iス ク ンバイ i i 

： ス タ ンパイ

: （受付体制転換） ： ： 

凍内外受付 ' : 
： 油外参加者集ltt ： 

： 
翌 日 の弁当発注 漬i告 ： 
弁当 ・ 飲物 配布 ： （受付体制縮小）

• ； 
： 記念品係 ス タ ンパイ ：

： 記者発表資料準鑓 ：
： ス ク ンパイ

民間大使 等 の 旅 費：
支給 海当配布

： 民間大使等
：旅費支給応復 ： 

： ： 

： 記念品引換え終了 ：

： 後片付け

; : 
： 

： ： 

i i 也者処Ill報告 ： 
： 

（保険会社） ； ： 
： 

救護所閉釦

広 骰 班
j i ． ．  
； ＜荒天時〉 ： 

i l : ＜ ス ク ンパイ 〉 ： 
： ＜マ ス コ ミ ヘ の 連 ；
： 絡〉

接 待 班 ・ 交 通 班 ； 通 訳 班

： ; i : 
i : : 
: : : 

; i i ： ： 
： : : 

! ； i 
：駐車場点検
： 案内板等点検 : ！ 

： 会場点検
： ! ： : ： ： 清掃確認

： 警偏会社と の ミ ーテ ：
： ィ ン グ ： ： 

： 
： 警 寮本 邸 へ の弁 当 ：
：配布 · : 

； 警烈本部・警偏会社： ： 清掃
： と の瀾整 ： ポ ラ ン テ ィ ア食lff : 

： 案内係ス ク ンパイ ； ： 各班でのス ク ンバイ ；

： ： 

： プラ カ ー ド ス タ ンパ： ： 
： 

： イ ： ； i 
： 会場案内 ： 

： ス ク ンパイ ：駐車場現場確認 ： 

： ： 
： ： 腎 寮本 郎 へ の 弁 当 ：

! l年 l l： 
： 

；駐叩現場確認 ； ： 

： ： カ ラ ー コ ー ン設置 ：
： : . i ： 会場内での対応
： 
： 
： : : : : : : 

： 
： 交差点立会い ： ： 

退場；＂誘導
： : : 

場外参加引位路宴内 ： ： / l l 設宮朧去 • 清掃

：駐爪場現場確認
： 警店本部 と の ミ ーテ ： ： 
： ィ ン グ ： 1 · ,, I 

会 場 班

リ ハーサル

施設管理部



大会実施本部タ イ ム スケジュ ール
3
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共 通 事 項

6 : 00 

7 : 001 大会決行 ・ 中止の決定

8 : 00 職n集合
8 : 30llfl務閉尺馴諄 ・ 各班打合せ

（職U控え窒）
9 : 00 動ll職U集合、 屍務闇長1/11諄
9 : 15 各班動 U 職 貝 に 対 す る説明
9 : 30 各班ス ク ンパイ
10 : 00 
10 : 15 
I I  : 00 

12 : 001  食 事
班長集合 （情輯交鰻）

13 : 00 

U :  00 

15 : 00 

16 : 00 

00
30
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18 : 00 1 食 事

班長集合 （情帽交換）
18 : 30 
19 : 00 

20 : 00 

21 : 00
1
ポ ラ ン テ ィ ア ・ 動員職員集合

21 : 45 事務部長挨拶
動 日 職U解散

22 : 00 1 涵外参加者婦宅 ま での フ ォ o -

22 : 301 班長集合 （情帽交換）

範 務 班 ：
起 床 （ ＊ テ ル 泊 込 ；
み）
気象情帽入手 ： 
大会決行・中止の躙：

津：：：：［
敦震所開設・電話讀；
の接続・通話 テ ス ト ：

弁当 ・ 飲物 配布 ；

く定時帽告）
苦情処理状 況 ・ 迷 ：
子 ・ 紛失物
拾得物受付件数・駐 ：
単場収容状況・応糾
処 置 状 況 ・ 讐 鋼 状：

況 ・ 入場者散

翌 日 の弁当発注

弁当 ・ 飲物 配布

く定町帽告）
苦 情 処 理 状 況 ・ 迷 ：
子 ・ 紛 失 物 受 付 状 ：
況 ・ 駐Jい場収 容 状 ：
況 ・ 応急処四状況・ ：
警蝙状況・入場者数：

救護所閉釦・ 電話機：
回収

患者処四輯告
（保険会社）

受 付 班 ： 広 帽 班 ：． ．  
： ＜荒天閃） ． 
. '  ； ： ． 
; （ ス ク ンパイ ） ： ’ ‘  
： （マ ス コ ミ ヘ の 連 ：
：絡） ： 
： ： 

： 
9 : 

： ！ ; ; 

； 記者発表資料準傭

棲 符 JI[

( 8 月24 日 ～25 日 ）
： 会 場 班 ： 交 通 班 ： 通 訳 班

; ; ； 
; ； : 
： ； ； 
; : ; 
i i i 

: : 

; ；駐車場点検 ： 

： ： 案内板等点検 ； 
： 出欠確認

； 範合宴内所開設 ： 各イ ベ ン ト 配置
｀話機の接駁・通話 、 -

； 警烈本瓢●鋼会社：

： テ ス ト ： と の こ ー ア イ ン グ ：

： 

： 苦情処曙冑
＇双＊感への 弁 当 ： 弁当配布

： 速子 ・ 紛失物 ・ 拾 io :
： 配布

澤9受付簿擾出
：駐車場収容状況・ 事 ；

激紺告

； ； ； 
i : : ： 

： 

: : : 
： ： ： 

：駐車場現場確認 ： 

： 警 察本部 へ の 弁 当 ：
： 配布 ； 弁当配布

苦情処踵簿 ；駐jい贔現場讀認 ： 

：迷子 ・ 紛失物 ・ 拾 関 ：
、 カ ラ ー コ ー ン設置 ：

： 物受付簿提出 ：駐JI邁収容状況 ・ 軍
； 故報告

: ！ 交差点立会い ： 

： ： 
: ： ! 
： 苦情処珂簿 ・ 迷子・ ：
：紛失物・ 拾褐物受付 ： 駐jli場現場確認 ： 
： 簿提出 ： 警店本部とのミ ーテ ：
： 電話機回収 ： ィ ン グ

；駐車場収容状況・ 事 ：
滋髯告

籍孜管”置
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大会実施本部タ イ ム ス ケ ジ ュール
共 通 事 項 受 ＿ 付 班

6 : 00 

7 : 001 大会決行 ・ 中止の決定

8 : 00 職月集合
8 :  30 1 111務部長9ll辞 ・ 各班打合せ

（闊U 控 え 室）
9 : 00 動員ほ月災合 鯰括部長9I辞
9 : 15 各班動U職員 に対す る 説明
9 : 30 各迅ス ク ンパイ
10 : 00 
10 : 15 

1 1 : 00 

12 : 00 1 食事
班長集合 （情帽交換）

13 : 00 

14 : 00 

15 : 00 

16 : 00 

炉;1食 事 班只集合 （情帽交換）

18 : 00 フ ィ ナ ー レ セ レ モ ニ ー開場

18 : 30 フ ィ ナ ー レ セ レ モ ニー 開会
19 : 00 

20 : 00 
20 : 30 フ ィ ナ ー レ終了

花火大会
21 : 00 
21  : 45 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 動月職員集合

事務那長挨拶
22 : 00 動µ職µ解散

狐外参加行帰宅 ま での フ ォ ロ ー

22 : 30 

23 : 00| 全体会議

紀 務 班
起 床 （ ホ テ ル 泊 込 ：

み）
気象情報入手 ： 
大会決行・中止の調：
整

〈荒天時連絡体制〉：
会場点検

く定時報告前 日 分〉 ：

敦護所開設・電話機 ：
の接駁・通話テ ス ト ：

弁 当 ・ 飲物 配布 ：

く定時骰告） ： 
苦 情 処 理 状 況 ・ 迷 ：
子 ・ 紛失物 ・ 拾µ}物：
受付件数・駐車場収 ：
容状況
応急処四状況 ： 

警漏状況・入場者散：

弁 当 ・ 飲物 配布 ；

く定時紺告） ． 
苦 惰 処 理 状 況 · 迷 ：
子 ・ 紛失 物 ・ 拾関物：
受付件数・駐単場収：
容状況
応な処1Zl状況
瞥偏状況・ 入場者散；

E『m•電話機I
息者処屈州告

（保険会社）

： 広 報 班 ：
9 ,  

： ＜荒天時）
． ． ． ． ．  ． ．  

: ＜ ス ク ンバイ ） ： 
． 

： ＜ マ ス コ ミ ヘの ： 
： 連絡） ； : : : : 
： ： 
： ： 

i i 
； ： ： ： 
： ： 
： ： 
： ： 
： ： 
i ! 
! ； : : 

記者発表賣料準蝙

憧 待 班

ス ク ンパイ

( 8 月 26 日 ）
： 会 場 班 ： 交 通 班 ： 通 訳 班

: : ： 

： ： ： 
: ： i : ； ： 
: : ： 

: i 
： 

： 駐n邁点検 ： 
： 案内板等点検 ： 

： 出欠確認
： 紀 合 案 内所開設胃'＇寮本部 ・ 警備会社 ：各 イ ペ ン ト 配置
湛機の接続・ 通話テ ：
： ス ト

． と の ミ ー ア イ ン グ ：

l : i 
： 警 察本 部 へ の 弁 当 ： 弁当配布

： 苦情処理簿 ： 配布
： 迷子 ・ 紛失物 ・ 拾得 ： 駐jl［場収容状況・ 事 ：
： 物受付簿提出 海箪告

若情処珂簿 駐車場現場確認 ： 

： 迷子 ・ 紛失物 ・ 拾得
：物受付簿災出 ： 警寮本聞へ の 弁 当 ：I ： 弁当配布

： 配布
直I［場収容状況・ 事 ：

： ス ク ンパイ ： 故報告

; 
；駐j四洩場確認 ！ 

： ： カ ラ ー コ ー ン設置 ：
： 

i : ： ： 多 目的広場へ誘導 ：
： 交差点立会い

； 苦情処曙簿

謎子 ・ 紛失物 ・ 拾得 ：
； 物受付簿提出 ：駐車場現場確認

：電話機回収

： 
：駐JI［場収容状況 ： 
：事故鉗告

邸
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工

定 時 報 告 時 間 表

6 : 00 

7 : 00 

8 : 00 

9 : 00 

10 : 00 

1 1 : 00 

12 = oo I 各班→総務班 I I 会

大会実施本部 定時報告体制

13 : oo I 総務班→総務部長

14 : 00 

15 : 00 

16 : 00 

17 : 00 

18 : oo I 各班→総務班

19 = oo I 総務班→総務部長

20 : 00 

21 : 00 

22 = oo I 各班→総務班

22 : 30 I 総務班→総務部長
23 : 00 

連

絡

調

整

◄
 

長

長

岳

部

部

[

二

|

鯰-

|
」

□]
／
 

•

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

.
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9
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〔定時報告）,-- - - -- - - - -- - - ----- ---------- ------ --- ---- --------------------- -----., 
： 苦t,1処l'I！状況、 迷 子 ・ 紛失物 ・ 拾切物件数 、 駐車場収容状況、 応念 ： 
： 処凶状況｀ 腎伽状況、 入場名数
L - - - - - - - - • • - - -- - ------ - - -• - - - - - --- - -- • • -- ·  • - - •  -- - --- - -- - - - -- - - - - - j 

交 通 班 長 1

数
�者

�場
�

入
i

．
 

各 イ ペ ン ト
実施本部

- - --L - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - . 
； 駐車場収容状況： 事故報告 ： 連
- - - - · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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( 8 月 24~25 日 ）

共 通 事 項

6 : 00 

7 : 0。 I 大会決行 ・ 中止の決定

8 : 00 1 職員集合
8 : 30  事務部長訓辞 · 各班打合せ

（職ii 控 え 室）
9 : 00 動員職U集合 総括部長訓辞
9 : 15 各班 動U職員 に対す る 説明

190 ; iぶ I
各班ス タ ンパ イ

1 1 : 00 

12 : oo I 食 事
班長集合 (ti'i報交換）

0

0

0

0
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0
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 18 : oo I 食 nI
班長集合 （情報交換）

19 : 00 

総合案内所業務フ ロ ー チ ャ ー ト

： 会 場 班 ： 
： （総合案内） ： （総合案内所の業務範囲〕

： l . 会場案内図の配布
: 2 . イ ベ ン ト 会場等の案内
: 3 . 軽易な苦情の処理 （苦ti'/処理簿）

： ： 手 に 負 え な い湯合は、 大会実施本部 に 引 き 継 ぐ （対応→総務班）
: 4 . 迷子の保護 （迷子台帳）
: 5 . 拾得物の管理 （拾得物受付簿）
: 6 . 忘れ物 ・ 蕗 し物の管理 （紛失物受付簿）
: 7 . 飲物の管理 （氷 ・ カ ン ジ ュ ー ス 等業者搬入）

： 総合案内所開設
渾話機の接続 ・

： 通話テ ス ト
； 屋外放送設紺
； 接続 ・ テ ス ト

; 〈定時報告〉

i 〈定時報告〉

〈定時報告〉
苦情処理報告
迷子保設件数
拾得物受付簿
紛失物受付簿

〈定時報告時問〉
12 : 00 
18 : 00 
22 : 00 

所内竺
↑

—

総

総合案内所

ー｛： ー を＿-�-- ＿叫巴ーきー・ ― - - - - --►［i四” 
時間経過後、 引 継 ぎ

◄ ア ナ ウ ノ
ス の

：□
サー

ー）ー
［
；

｀

亡

：

）

攣

〈配四灯料等〉

祖話番号一覧
イ ペ ン ト 概況
イ ベ ン ト 参加者一覧表
会場案内図

20 : 00 

2 1 : 00 
21 : 45 I ボ ラ ン テ ィ ア ・ 動貝職員集合

事務部長挨拶
22 : oo I 動U靱Li解散 i 〈定時報告）

： 総合案内片付け
海外参加者帰宅 ま での フ ォ ロ ー ： 俎話機回収

22 : 30 
l

班長集合 （情報交換）
・ 屋外放送設備片付け

‘“ I 23 : 00 牒n解散‘  ̂
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【世界のウチナーンチュ大会救護体制】
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1 . 交替時 搬送患者申 し送 り

2 . 交替時 患者受付簿→大会実施本部

ピ ー一＿ ＿ ― - ― - ピ三□
; - --- - -- - - - -- - ----- - - -- - - - - -- -- ------------- -- - � 

’’ 
患者受付 （患者受付簿）

' 
〈応急処沼〉 — - - - - - - - !- - - ----＇ ＜介 助〉

（救急対応）

： 看設婦の指示 ；
. . . ,. . . . . . . . . . . . . . . . .  : 

ト・--＜救急車の出動要諧〉 1 1 9  

:--- （海邦病院への連絡〉 (09889) 8-2 l l l  

L - -- - - - - - - - ---- - - -- - - - - - - -- - - -- - - - - - - - -- - - - - - - ! 

• 
;,._-•--- ---- - - - - - - --- ---- • ---- - -- - • -- - - ------ - - •--ー＿ ＿ ―-大会実施本部へ報告

三 疇 ―--- -- -•-•- ---- ----—＿ー―- 事 後 確 認 ー •- • - - - - -----ャ 大会実施本部へ報告

三 •--- - ---- - - --- - --- - - -• ＿ ー ― - 事 後 確 認 — -- - - ----- - - • ► 大会実施本部へ報告



4 . 大会予算関係

( l )  平成元年度世界の ウ チナー ンチュ 大会実行委員会収入支出決算書
収 入
科 目 当初予n額 増 △ 減 額 予 算 現 額 収 入 済 額 過 不 足 額 説 明目

負 担 金 63 , 363 , 000 ゜ 63 , 363 , 000 63 , 363 , 000 〇 限 負担金
協 笠 金 1 , 000 ゜ 1 , 000 ゜ △ 1 , 000 
雑 入 1 , 000 ゜ 1 , 000 580 , 798 579 , 798 定期預金利息 ・ 普通預金決n利息

計 63 , 365 . 000 ゜ 63 , 365 , 000 63 , 943 , 798 578 , 798 

単位 ： 円

支 出
目 ． 節 当 初予n額 増 △ 減 額 予 m 現 額 支 出 済 額 翌年度総越額 予 n 残 額 説 明

共 済 ft 7 , 000 △ 5 . 000 2 , 000 ゜ ゜ 2 , 000 
貿 金 550 , 000 △550 , 000 ゜ ゜ ゜ ゜
旅 1'i 1 , 629 . 000 1 , 541 . 000 3 , 170 , 000 3 , 160 , 579 ゜ 9 , 42 1  

費 用 弁 竹 ゜ 21 , 000 21 , 000 1 2 , 766 ゜ 8 , 234 
普 通 旅 1'i 1 . 629 , 000 △880 , 000 749 , 000 748 , 566 ゜ 434 
特 別 旅 t!i ゜ 2 , 400 , 000 2 , 400 , 000 2 , 399 , 247 ゜ 753 

得 要 炊 2 , 738 , 000 350 , 000 3 , 088 . 000 3 , 086 , 746 ゜ 1 , 254 
消 耗 品 費 502 , 000 4 1 , 000 543 , 000 542 , 958 ゜ 42 
食 祝 tf 1 , 400 . 000 402 , 000 1 . 802 , 000 1 . 80 1 . 5 13  ゜ 487 
印 刷 製 本 代 836 , 000 △93 , 000 743 , 000 742 , 275 ゜ 725 

役 務 沢 1 .  907 , 000 △ 123 , 000 1 .  784 , 000 1 .  783 . 940 ゜ 60 
通 信 運 船 tt 1 , 907 , 000 △ 123 , 000 1 .  784 , 000 1 , 783 , 940 ゜ 60 翌年度紐越額の内沢

委 託 料 25 , 104 , 000 4 , 000 , 000 29 , 104 , 000 1 8 , 825 , 733 1 0 , 278 , 000 267 万国津梁の鐘鋳造委託 7 , 806千円
使 用 料 及 び 釘 借 料 1 , 208 , 000 △668 , 000 540 . 000 539 , 950 ゜ 50 節楼建設工事管理委託 2 , 472千円
工 事 諮 負 tt 30 , 000 , 000 △ 5 , 486 , 000 24 , 5 14 , 000 ゜ 24 , 514 , 000 ゜ 鈍楼建設工ili 24 . 514千円
備 品 購 入 it 222 , 000 94 1 .  000 1 , 163 . 000 1 .  162 . 973 ゜ 27 

63 , 365 , 000 ゜ 63 , 365 , 000 28 , 559 , 92 1  34 , 792 , 000 1 3 , 079 

単位 ： 円

3
7
 

収 入 総 額
支 出 総 額
収 入 支 出 総 額
翌年度へ総 り 越す ぺ き 財源

（総越明許tt総越額）
実 質 収 支 額

63 , 943 , 798円
28 , 559 , 92 1 円
35 , 383 , 877円
34 , 792 , 000円

591 , 877円 （次年度へ訟越）



(2) 平成 ？ 年度 世界のウチナー ンチュ 大会実行委員会予算

収 入 単位 ： 円

目 本 年 度 前 年 度 比 較 説 明

（ 目 ） 負 担 金 194 , 15 1  63 . 363 130 , 788 県 負担金受入れ

（ 目 ） 繰 越 金 591 ゜ 591 前年度繰越金

（ 目 ） 諸 収 入 3 , 921  ゜ 3 , 92 1  預金利子等

（ 目 ） 雑 入 1 1 ゜
（ 目 ） 協 賛 金 10 , 000 1 9 , 999 

計 208 , 664 63 , 365 145 , 299 

支 出 単位 ： 千円

目 本 年 度 前 年 度 比 較 説 明

報 償 代 1 3 , 343 ゜ 1 3 , 343 大会参加者記念品、 謝礼金

只 金 1 , 602 ゜ 1 , 602 事務補助及び大会補助要 員

共 済 費 35 2 33 貿金屈用 に 伴 う 保険料

旅 校 30 , 730 3 , 170 27 , 560 
（普 通 旅 匹） 2 , 063 749 1 , 314  事務局運営 ほ か
（特 別 旅 匹） 26 , 467 2 , 400 24 , 067 海外招待者旅費一部負担
（費 用 弁 償） 2 , 200 2 1  2 , 1 79 動員者旅役

需 要 費 1 9 , 560 3 , 088 1 6 , 472 
（消 耗 品） 9 , 300 543 8 , 757 事務消耗品、 屋外草花装飾外
（食 糧 費） 8 , 035 1 , 802 6 , 233 大会弁 当 、 委員会開催
（印 刷 製 本 費） 2 , 222 743 1 , 479 大会用 印刷物、 そ の他事務 用 品印刷物
（燃 料 ff) 3 ゜ 3 車燃料匹

役 務 費 8 , 769 1 , 784 6 , 985 
（通 信 運 搬 fl) 7 , 580 1 , 784 5 , 796 電話料、 文書等発送料
（損 害 保 険 料） 1 , 021 ゜ 1 , 021  大会時損害保険料
（筆 耕 翻 訳 料） 168 ゜ 168 翻訳料

使用料及び買借料 10 , 940 540 1 0 , 400 
コ ピ ー、 パ ス 、 タ ク シ ー 、 会場、 駐車場、 機
材関係使用料

委 託 料 1 22 , 836 29 , 104 93 , 732 
イ ペ ン ト 委託、 広報委託、 警備委託、 駐車場
整備委託

偏 品 購 入 費 849 1 , 163 △ 314 

工 庫 請 負 費 ゜ 24 , 514 △ 24 , 5 14  

合 計 208 , 664 63 , 365 145 , 299 

38 



5 . 寄附金関係

平成元年12 月 1 日 か ら 平成2年 8 月 31 日 まで実施 し
た 「世界のウチナーンチュ大会硲金」 に つ い て は、 当
初の 目 襟 を 大幅 に 上 回 る 昇金額 を達成す る こ とがで き
た。

秘金の使途 に つ い て は 、 「万国津梁の鐘」 の製作・ 同
鐘楼の建築及び海外か ら の参加者の招待関係伐用 に 当
て ら れ た 。

寄附者 に つ い て は硲金寄附者一覧のとお り であ る 。
ま た 、 寄附金と は 別 に 下記のとお り 物品 に よ る 寄附

が あ っ た。

寄附物品一覧
寄 附 物 品 数 凪 寄 附 者

ゲ ー ト ポ ー ル用 ス テ ィ ッ 120本 福山商事株式会社
ク
焼 き 豚 10頭 沖縄県経済連
沖縄そ ば 1 , 0 0 0  沖縄製粉株式会社

食
サ ー タ ア ン ダー ギ ー 500個 料平 松の下
静止画 テ レ ピ祖話 6 台 沖 縄三菱屯気販売（因

世界の ウ チナー ン チ ュ 大会募金寄附者一覧
渇 倉 幸次 郎 10 會 000 , 000
沖縄屯力昧 5 , 000 , 000 
オ リ オ ン ピ ー ル昧 3 , 000 , 000 
侶琉球銀行 3 , 000 , 000 

日 本交通公社協定旅館連盟 3 , 000 , 000 
沖縄証券昧 3 , 000 , 000 

昧沖縄銀行 2 , 600 , 000 

旭建設誅 2 , 000 , 000 

闊吉田組 2 , 000 , 000 

コ ー ラ ルパイ オ テッ ク （切 2 , 000 , 000 

那 屈1空港タ ー ミ ナル（因 1 , 750 , 000 

沖縄県股業協同組合中央会 1 .  570 , 000 

（悧沖縄海邦銀行 1 .  500 , 000 

コ ザ信用金庫 1 , 100 , 000 

（困玉城園地 1 , 000 , 000 

日 本分密糖工業会 1 , 000 , 000 
小禄ポー リング セ ンタ ー 1 , 000 , 000 

沖縄製粉（因 1 . 000 . 000 

北 部製糖闊 1 , 000 , 000 

当 野 幸 盛 1 , 000 , 000 

憫金秀本社 1 , 000 , 000 

閥琉球リース 1 , 000 , 000 

闊丸 元 建設 1 , 000 , 000 
沖縄土地住宅（困 1 , 000 , 000 
琉球セ メ ン ト （因 1 , 000 , 000 
似沖縄協会 1 , 000 , 000 
債仲里酒造 1 , 000 , 000 
沖縄印刷協同組合 1 , 000 , 000 
（出沖縄県宅地建物取 引 業 協会 1 , 000 , 000 
沖縄楽業法人会 1 , 000 , 000 
沖縄信用金血 900 , 000 
大同火災海上保険四 900 , 000 
大束粧i業（因 800 , 000 
（肉 り ゅ う ぎ ん ディ ーシ ー 698 , 972 
憫大城組 600 , 000 
闊リウエン 500 , 000 
侶 ぐ し け ん 500 , 000 
南洋土建昧 500 , 000 
沖縄県タ ク シ ー 協会 500 , 000 
内外述輪（因 500 , 000 
沖縄道路サ ー ピス閥 500 , 000 
沖縄県医師会 500 , 000 
大 山 盛 保 500 , 000 
座波建設（因 500 , 000 
南西石油（因 500 . 000 
沖細ナシ ョ ナル特 機（因 500 , 000 
琉映（困 450 , 000 
国際物産（因 390 , 000 
光文堂印刷昧 330 , 000 
大永建設（因 300 , 000 
協業組合丸正印刷 300 , 000 
照屋屯気工事闊 300 , 000 
拓南製銑味 300 , 000 
那 覇 セ ン ト ラ ル ホ テ ル 300 , 000 
淋 Y K K 沖縄 300 , 000 
団山城生 コ ン ク リー ト 工業 300 , 000 
沖縄県歯科医師会 300 , 000 
沖阪産業昧 300 , 000 
匹沖縄三越 270 , 000 
四リウエン商事 200 , 000 
沖縄県 薬 剤 師 会 200 , 000 
昧仲本工業（因 200 , 000 
琉球 コ ン ク リー ト 匹 200 . 000 
曲沖縄県建設業 協会 200 , 000 
プリジス ト ンタイ ヤ 沖縄販売闊 150 , 000 
朝 日 物産（因 1 50 , 000 
オ キ コ （肉 150 , 000 

債大城物産 150 , 000 

日 産 サ ニ ー 沖縄販売（因 1 00 , 000 
諒総合コン ピ ュ ー タ 1 00 , 000 
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沖縄パイ ロ ットクラ プ 100 , 000 昧渡嘉敷組 30 , 000 
太田建設閥 100 ,000 昧富士建設 30 , 000 
上江洲リエ子 100 , 000 沖縄石油 ガ ス（閑 30 , 000 
沖縄ナシ ョ ナル家屯販売閥 100 , 000 金正建設（閑 20 , 000 
ゼ ネ ラ ル通商閥 100 . 000 味束恩納組 20 , 000 
憫糸出商会 100 , 000 間沖縄畜産開発 20 , 000 
沖縄小松販売昧 100 . 000 閥球建設 20 , 000 
閥国建 100 , 000 閥大興建設 20 , 000 
第一食糧閥 100 . 000 花 城 民 子 15 , 267 
大西 テ ラ ス ゴル フ ク ラ プ 100 . 000 （因ア シ ス ト 10 , 000 
波照問製籾昧 100 ,000 沖縄紙工 10 , 000 
北岸冷決（困 100 , 000 崎 所 秀 之 1 0 , 000 
総合紙器閥 80 , 000 伊 砂 澄 子 10 , 000 
知念アイ ス キ ャ ン デ ィ ー 商会 75 , 350 闊宮保組 10 , 000 
首里観光（肉 60 , 000 比嘉材木店 1 0 , 000 
牧港建設（肉 50 , 000 （印高僑土建 1 0 , 000 
昧創和 ピ ジ ネ ス マ シ ン ズ 50 , 000 崎 濱 ヒ ロ 子 1 0 , 000 
那覇市医師会婦人部 50 , 000 
沖縄高速印刷闊 50 , 000 合 計 75 , 965 , 390 
債上之山印刷所 50 , 000 
総合プロ セ ス 製版閥 50 , 000 
山 城 正 喜 50 , 000 
閥屋部土建 50 , 000 
閥新洋商会 50 , 000 
琉球紙器隕 50 , 000 
閥ざ ま み 50 , 000 
閥大栄組 50 ,000 
琉球 ガラ ス 工芸協業組合 50, 000 
琉球生 コ ン濶 50 , 000 
味大東産業 50 , 000 
北大東製糖俄 50 , 000 
昧 リ ー ド沖縄 50 ,000 
味ホ ー メ ル 50 , 000 
中央食品加工礫 50 , 000 
中央畜産昧 50 , 000 
サク ラ メ ン ト 沖縄県人会 45 , 80 1  
誅泉建築設計事務所 30 , 000 
大晋建設味 30 , 000 
俄大寛組 30 , 000 
償鏡原組 30 , 000 
光南建設誅 30 , 000 
沖縄製本味 30 , 000 
侑）サ ン印刷 30 , 000 
間 う る ま 印刷 30 , 000 
沖縄オー シ ャ ン誅 30 , 000 
沖縄道路濶 30 , 000 
園野里組 30 , 000 
誅大山建設 30 , 000 
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世界のウチナー ン チ ュ 大会募金要項

1 趣旨
県民総参加の も と 、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 （以

下 ・ 「大会」 と い う 。 ） が開催 さ れ る に 当 た り 、 広 く 県
内外の各界各層 の理解 と 協力 を得て 、 こ の大会 を よ り
一層意義 あ る も の と す る た め 暮金 を 実施 し大会の成功
を期す る 。

2 募金の名称
「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会藉金」 と い う 。

3 募金の実施機関
世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会 （以下 「実行

委員会」 と い う ） が一括 し て 行 う 。

4 募金の 目 標額
五千万円 と す る 。

5 募金の期間
平成元年 12月 1 日 か ら 平成 2 年 8 月 31 日 ま で と す る。

6 募金の使途
「大会」 の開催 に 係 る モ ニ ュ メ ン ト 建設及び大会招

待者貨用 に 充当 す る 。

7 募金の対象
県内外の法人及び団体並 び に 個人 を対象 と す る 。

6 募金の方法
募金 は 「実行委 員 会」 が発行す る 申込苔に よ り 応暮

し 、 納付 は蘇金者の希望 に よ り 所定 の払込用紙 に よ る
取扱金融機関への払込み、 現金及び小切手 の い ずれか
に よ る も の と す る 。 な お 、 分割に よ る 納入 も 差 し 支 え
な い も の と す る 。

9 募金の管理
砂金の管理 は 「実行委 員 会」 が別 に 定 め る 積立金管

理規程 に よ り 、 適正確実 に管理す る も の と す る 。

1 0  そ の他
こ の要項 に 定め る も の の ほ か、 罫金実施に つ い て必

要な事項 は別 に 定 め る 。

附 則
こ の要項 は平成元年12月 1 日 か ら 施行す る 。

世界のウチナーン チ ュ 大会募金協力趣意書

＂舟揖 を も っ て万国の津梁” と し た大交易時代、 我
が沖縄県民 は、 海洋の民 と し て 海外 と の交流に よ っ て
経済を発展 さ せ 、 独特の文化 を 築 い て き た壮大 な歴史
を 有 し て お り ま す。

世界 に雄飛 し活躍す る 我が “万国津梁の民＂ の末裔
は今や そ の数27万人 に も 達 し 、 本 県 の み な ら ず、 我が
国の国際交流 を推進す る 上 で頂要な人的財産であ り ま
す。

こ の よ う な歴史的地理的特性 を踏 ま え 、 本県 を我が
国の国際交流の南の玄閲 と し て位殴づけ、 人的、 文化
的、 物的交流の拠点 と し て 発展 さ せ る こ と は、 本 県 の
振典開発の み な ら ず、 我が国 の国際社会への貢献の一

翼 を 担 う も の と し て も ． 重要 な政策的意義 を 持 つ も の
であ り ま す。

こ の よ う な 考 え に 基づ き ま し て 、 県 内各界、 各陪の
御参加 を 得 て 結成 い た し ま し た 「世界の ウ チ ナ ー ン チ
ュ 大会実行委員会」 が中心 と な り 、 平成 2 年 8 月 に世
界の各国で活躍 し て お ら れ る ウ チ ナ ー ン チ ュ の ネ ッ ト
ワ ー ク づ く り を 目 指 し て 、 「世界の ウ チ ナー ン チ ュ 大会 」
を 開催 す る こ と に相成 り ま し た。

そ し て 、 こ の大会 を立派に成功 さ せ、 21世紀に 向 け
て 国際化時代 に対応 し た 県勢の更な る 発展 を 期 し た い
と 思 っ て お り ま す。

つ き ま し て は、 日 頃本県の発展に 深い御関心 と 御協
力 を お寄せ い た だい て お り ま す貴台の こ の大会の趣 旨
への御賛同 と 御厚志 に あ ずか り た く 、 出費多端の折 と
は存 じ ま すが、 格別の御協力 を 賜 り ま す よ う 頂ね て お
願 い 申 し 上 げ ま す。
平成元年 12月 1 日

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委 員 会
会長 沖縄県知事 西銘 順治

世界のウチナーンチュ大会実行委員会募金積立金管
理規程

（趣旨）
第 1 条 こ の規程 は、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行

委員会 （以下 「実行委員会」 と い う 。 ） が世界 の ウ
チ ナ ー ン チ ュ 大会券金 （以下 「鉢金」 と い う 。 ） と
し て 収納 し た現 金 を 適正、 か つ 確実 に 管理す る た
め 、 実行委員会蘇金積立金 （以下 「積立金」 と い
う 。 ） を 設図 し 、 そ の運営 に 関 し 、 必要な 事項 を 定
め る も の と す る 。
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（積立金額）
第 2 条 積立金と し て積立て る 額 は、 実行委員会が、

}K金と し て収納 し た額及び積立金の運用 か ら 生 じ
た収益金とす る 。

（積立金の積立て）
第 3 条 ・林金金磁機関III務取扱婆領 （平 成元年12月 1

日 施行。 以下 「要領」 とい う 。）第 5 条第 1 項の規
程に よ る 普通貯金 口座及び要領第 5 条第 2 項の規
定に よ り 定期貯金に し た る}金は、 積立金と し て 積
み立て ら れ た も のとす る 。

（管理）
第 4 条 積立金に屈する 現金は、 金融機関への預金、

その他最 も 確実かつ有利 な方法に よ り 保管する も
のとす る 。

（積立金の取 り く ず し）
第 5 条 実行委員会は、 「大会」の開催に 係 る モ ニュメ

ン ト 建設Rへの充 当及 び残額 を大会招待者代用と
し て 県 に 寄付す る場合、 こ れ を取 り く ずす こ とが
で き る。

（補則）
第 6 条 こ の規定に定め る も ののほ か、 積立金の管理

に 関 し必要 な取項 は、 実行委員会の会長が定め る 。

附 則
こ の規定は、 平成元年12月 1 日 か ら 施行す る 。

世界のウチナー ンチュ 大会募金事務取扱要領

（趣 旨）

第 1 条 世界のウチナー ンチュ大会扮金 （以下 「藉金」

とい う 。）の事務取扱い に つ い て は、 世界のウ チナ
ー ンチュ大会実行委員会規約、 世界の ウチナー ン

チュ大会狂金要綱及び大会社金積立金管理規程 に
定め る もののほか、 こ の要領の定め る と こ ろ に よ
る 。

（定 義）

第 2 条 こ の要領に おいて、 次の各号 に 掲 げ る 用語の
意義 は、 当 該各号に定め る と こ ろ に よ る 。
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1 . 実行委員会 世界の ウチナー ンチュ大会実

行委員会 を い う 。

2 . 会 長
3 . 事 務 局 長

(らK金出納員）

実 行委員会の会長 を い う 。
実 行委員会の事務局長 を い う 。

第 3 条 事務局長 は 、 秘金事務 を 補助 さ せ る た め 、 葬
金出納員 を お く 。

(る}金取扱金磁機関）
第 4 条 ら片金の出納事務 を取 り 扱 う 金融機関（以下「募

金取扱金融機関 」 と い う 。）は、 取 扱金融機関、 取
り まとめ店及び総括店と し 、 別表のと お り とす る 。

（る｝金の領収）
第 5 条 る片金出納 員 は、 ら｝金と し て 現金 又 は 小切手の

納付 を受けた と き は、 こ れ を収納 し 、 納入者に領

収iり （様式第 1 号） を交付す る とと も に 、 領収済

報告i!! （様式第 2 号） に よ り 事務局長 に 報告す る
も のとす る 。

（現金等の払込み）

第 6 条 ¥}金出納員 は 、 前条の規定 に よ り 受領 し た現
金又 は小切手 を 、 速 や か に 払込宙 （様式 第 3 号）

に よ り 、 取扱金融機関 に 払 い込み、 払込掛控の交

付 を受ける も のとす る 。

（小切手の不渡処固）

第 7 条 事務局 長 は、 払い込まれ た小切手 に つ い て、
不渡 り の報告があ っ た と き は 、 当 該納入者及 び受
領 を行 っ た 卦金出納員 に 対 し て その 旨 を 通知 し、

領収宙と引 換 え に 、 小切手の返還 を 行 わ な けれ ば
な ら な い。

（社金の調定）

第 8 条 務金の調定 は、 藉金の 申 込 額 を 社金収納台帳

に 記載 し た と き を も っ て 、 調定 し た も のとみ なす。

（帳 簿）

第 9 条 事務局長 は 、 次の各号 に 掲 げ る 帳簿 を 備 え 、
それぞれ所定の事項 を 登記 し な けれ ば な ら な い。

1 ． 社金額
2 . 券金収納台帳
3 . 預金簿

（金融機関の収納事務）
第 10条 るお金取扱金融機関に お ける 収納事務につ いて、

必要な事項 は別に 定 め る 。



（公 印）

第11条 努金出納員が使用す る 公印 は、 次のとお り と
す る 。
寸 法 円型径 17mm

附 則

こ の要 領 は 、 平成元年12月 1 日 か ら 施行す る 。

6 . 万 国 津梁の鐘の製 作

「世界のウチナー ン チュ大会」 記念事業の一喋と し
て 、 万国津梁の錨 を 再製造 し た。 こ の館 は、 コ ンペ ン

シ ョ ン セ ン ター内に掲鐘 し 、 8 月 23 日 の大会オ ープニ
ン グセ レ モ ニ ー 当 日 、 知事及び海外参加者に よ る 「除

紅式」 と 「 打 ち な ら し 式」 を行い、 県民がまだ聞 い た
こ との な い 「幻の鐘の音」 を 披露 し た。

ま た 、 「 万国津梁の鐘」の錨楼に つ い て は、 コ ンペ ン
シ ョ ンセ ン ターの全体的な デザイ ンに調和す る よ う 建

築 し た。

万国津梁の鎚 は 、 大会終了 後 も 大会のモ ニュメ ント・
国際交流のシンポルと し て コ ンペ ンシ ョ ンセンター 内

に掲錨 さ れ る 。

（万国津梁の鐘 と は）

1 458年（天順 2 ・ 尚泰久 5 ) 6 月 19 日 尚 泰久王の命
に よ り 鋳造 さ れ、 首里城正殿にかけ ら れ た。 現在、 県
立博物館に蔵 さ れ て い る が、 第 2 次大戦の際に被弾 し
拍傷が著 し い為 、 文化庁 よ り 鐘 を な ら すの を 禁 じ ら れ

て い る 。 その銘文 は、 15世紀琉球の海外交易の陸 盛 ・

雄 飛の気概 を的確に表 現 し て い る 。

「万国津梁の鐘」 紹 元

材質 背 銅 製

高 さ 154 . 5cm 

口 径 94cm 

重凪 600畑

7 . 会場管理関係

(1) 警備委託
会場の警備及び車両の誘導 ・ 駐車場の整理に つ い て

は、 業者に委託 し た。 委託の範囲につ い て は 、 次のと
お り で あ る 。
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(2) 沖縄コ ンペ ンシ ョ ンセ ン タ ー構内の緑化整備対策

沖縄コ ンベ ン シ ョ ンセ ンター構内の空間に、 憩いと

潤いのある色彩豊かな緑化地帯 を創出 し、 併せ て本県
農業の次代 を 担 う 展林高校生の花弁園芸技術の実紹 を
紹介展示するため、 南部農林高校、 中部典林高校、 北
部典林裔校（搬入の便宜上 3 農林高校に 限定） の全面
的協力 を得て、 3 農林高校が、 蘭 や プー ゲ ン ピリア、
観栞植物、 草花等 を栽培 ・ 育成 し、 化粧鉢やプラ ンタ
等を利用 し て 装飾展示及び大会期間中の管理まで一体
と な っ て実施 し た。（レ イ ア ウ ト 等別添資料参照）

鉢 ・ プラ ン タ ー配置僭数表

配四図番号プラ ン ク ー 5l\,IK鉢 8 号鉢 10号鉢 10 . 5号鉢

1 280 200 

2 120 

3 200 60 100 

4 40 100 60 60 

5 100 20 20 

6 12 

7 200 100 120 

8 60 60 

， 60 60 24 

10 100 24 

計 500 900 240 540 60 

草花栽培（学校割当） 計画

品 名 規 格 数飛 北誤 中誤 南牒

クロ ト ン IO号鉢 150鉢 50 50 50 

プー ゲ ン II 150 11 50 50 50 

プラ ンター植 え 650cm 500 11 150 150 200 

ド ラ セナ類
10号鉢 60 JJ 20 20 20 
8 号 II 60 11 20 20 20 

ベ ン ジ ャ ミ ン
10号 II 60 11 20 20 20 
8 号 II 60 // 20 20 20 

ヤシ類 10号 II 60 /J 20 20 20 
（ア レ カ ） 8 号 II 60 11 20 20 20 

プー ゲ ン 10.5号 ll 60 11 
（特大）

20 20 20 

10号 ll 60 II 20 20 20 
フ ェ ニ ッ ク ス 8 号 JJ 60 11 20 20 20 

マ リ ー ゴ ール ド

（花文字用）
5 M K 900 11 200 200 500 
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資材（鉢） 割当計画

規 格 数 飛 北 展 中 典 南 農

10 号 鉢 540鉢 1 80 180 180 

8 号 II 240 II 80 80 80 

10 . 5 号 II 60 II 20 20 20 

プラ ンター 500 II 150 150 200 

5 M K 900 200 200 500 
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(3) 保険関係

大会期間中の事故等に対応す る た め、 次のとお り 保

険加入 し た。

特 に 、 海外か ら の参加者 に つ い て は、 健康保険未加
入の方が多 い た め 、 会場内での自 損事故に 備 え て 、 揚

害保険 に加入 し た。

保 険 の 種 類 保 険 範 囲 対 象
保 険 金 額

（支 払 限 度 額）

施 設 管 理 者 1 1．沖縄 コ ンベ ンショ ンセンター

賠 償 責 任 保 険 （1) 劇場棟
8 /24~25 

芸能交流祭
8 /26 ミュージッ ク コ ンサ ー ト

(2) 会議棟
8 /24シン ポジウム

8 /25 ワール ド ジュニ ア サ ミッ ト
8 /25経済フ ォ ー ラ ム
8 /26武道サ ミッ ト

8 /24~25空手 ・ 古武道資料展

(3) 展示棟
8 /23オ ープニ ング式典

8 /24~25空手道 ・ 古武道交流祭
8 /26フィ ナー レ セ レ モ ニ ー

2．宜野湾市立総合運動公園
8 /25~26記念ゲ ー ト ボ ール大会

3．宜野湾市立多 目 的広場
8 /24~26世界のウチナーバザー
）レ

4 ．宜野湾市営体育館
8 /24~26沖縄の美術展

世界とウチナー展

身体
席 1 名5 , 000万円

1 .  soo I 1 事故 5 億円
（免 資 金 額 1 事 故 に つ き

1 , 000円）
面積 (m')

720 1 財物
1 事故1 , 000万円
（免 資 金 額 1 事 故 に つ き

1 , 000円）

面積 (m')
3 , 800 

面積 (m')
23 , 465 

面積 （吋）
24 , 688 

面積 （吋）
3 , 944  

5前夜祭パレー ド 中 に 係 る 観客に 対す 前夜祭パ レ ー ド

m | 沿道観客
8 /22県庁～国際通 り ～壺屋小学

校

生産物賠償資任保険 1 1．沖縄 コ ンベンションセ ンター

展示棟
8 /24~26 

喫茶コ ーナー

2 ．宜野湾市立多 目 的広場
8 /24~26 

世界のウチナーパザール

売上高
1

身 体
100万円 1 名

1 事故

3 , 000万円
1 億円

売上高
1 

（免 責 金 額 1 事 故 に つ き
300万円 1 , 000円 ）

財 物
1 事故 100万円

期 間 中 300万円

（免 責 金 額 1 事 故 に つ き

1 , 000円）
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保 険 の 種 類 保 険 範 囲 対 象 保 険 金 額
（支 払 限 度 額）

受託者賠憤資任保険 I 1 ． 預 か り 財産補償
(1) 宜野湾市営体育館

8 /24~26 
沖縄の美術館
世界の ウ チ ナ ー 展

(2) 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 会
議棟

8 /24~25 
空手道 ・ 古武道資料展

2 ． 放送設備、 照明設備補償
(1) 宜野湾市営体育館

I 
保険金額合計

預か り 品 3 , 000万円
3 , 000万円 （免 責 金 額 1 事 故 に つ き

5 , 000円）

保険金額合計
預か り 品 3 , 000万円

3 , 000万円 （免 責 金 額 1 事 故 に つ き
5 , 000万円）

補償限度額 保険金額合計
1 , 000万円 1 , 000万円

（免 責 金 額 1 事 故 に つ き
5 , 000万円）

(2) 沖 縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー会 補償限度額 保険金額合計
議棟 ・ 劇場棟 ・ 展示棟 3 , 000万円 3 , 000万円

8 /22~27 （免 資 金 額 1 事 故 に つ き

8 /22~27 

5 , 000万円）

傷 害 保 険 1 ． 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会期間中の 1 ． 海外か ら の参加 死亡 ・ 後遺
会場及び指定駐車場 者 入院

2 ． 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会期間 中 の 2 ． 大会運営 ポ ラ ン 通院
会場 と 指定駐車場 ま で範囲 テ ィ ア

3 ． 前夜祭パ レ ー ド 3 ． 前夜祭パ レ ー ド
8 /22県庁～国際通 り ～壺屋小学 参加者

校

興 業 中 止 保 険 台風の発生 に よ り 、 オ ー プニ ン グ レ レ セ プシ ョ ン料理 支出 し た 費用の80%
セ プシ ョ ン が延期 さ れた場合の支出 し 費用
た 費用

1 , 000万円
15 ,000円
10 , 000円

(4) 医療対策関係
救急処置及 び急病者 等の医療 に 当 た る 後方救護体制

に つ い て は、 闘沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー に近い海
邦病院の全面的 な協 力 を 頂 い た 。

会場内救護所の 設誼 に つ い て は、23~24 日 は 1 ヶ 所、
25~26 日 は 2 ヶ 所 を 設置 し、 急病者 等の救護に 当 た っ
た。 期 間 中 の患者処蹴状況 に つ い て は、 下記の と お り
で あ る 。

8 月23日 8 月24日 8 月25日 8 月26日 計

患 者 処 置 件 数 3 2 12 16 33 

う ち 病院移送件数 I ゜ 2 3 6 

う ち 入 院 件 数 ゜ ゜ 2 ゜ 2 
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1 . 海 外 県 系 人 参 加 者 数

( 1 ) 地域 （国） 別参加者数

III 招 待 関 係

海外県系人の地域（別）参加者数 は別表の と お り と な っ て い る 。 世界17 ヶ 国、 41地域か ら 2 , 397人が参加 し、 事務
局の当 初 目 標 (500人） を 大 き く 上回 っ た。

地域別にみ る と 、 在住者数の多 さ に比例 し て プラ ジル、 ペル ー 、 ハ ワイ……の順 と な っ て い る 。 特に、 プ ラ ジル

の788人、 ペ ル ー の471人につ い て は 、 両国の最近の政治、 経済状況か ら す る と 当 初予想 を は る かに上回 る 参加者数
と な っ て い る 。

ヨ ーロッパの諸地域につ い て は、 県人会組織の未整備、 広報周知方の不足 も あ っ て 民間大使のみ の参加 が 目 立つ。

地 域 名 計 地 域 名 計
プ ラ ジル 788 香港 8 
ペル ー 471 パンクーパ ー 8 
ハ ワイ 386 フ ラン ス 7 
ロ ス アン ジ ェ ル ス 175 不明 7 
ア ル ゼ ン チン 159 カ ナ リ ア諸 島 3 
ポ リ ピア 92 サイパン 3 
北 カ リ フ ォ ル ニ ア 35 カ ルガ リ ー 2 
グア ム 34 サン ピア共 2 
フ ィ リ ピン 31  オ ハイ オ 1 
ワシン ト ンD.C. 21 ス ウ ェ ー デン 1 
サク ラ メ ント 19 ス イ ス 1 
ニ ュ ー ヨ ーク 18 イ タ リ ア 1 
ジョージア 1 7  ヴ ァ ージニア 1 
ワシントン 16 ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 1 
シ カ ゴ 15 イ ギ リ ス 1 
サ ンデ ィ エ ゴ 13 台湾 1 
トロント 12 ド イ ツ 1 
メ キ シ コ 12 ペ ネ ズ エ ラ 1 
ス ペイ ン 1 1  フ ロ リ ダ 1 
ア ラ ス カ 10 サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 1 
レ ス プ リ ッジ ， カ ンサ ス 1 

合 計 2 , 397 

(2) 出身市町村別参加者数

出 身 市 町 村 計 出 身 市 町 村 計

那 覇 市 199 宜野座村 59 
名 護市 168 大里村 58 
沖縄市 140 北 中城村 51 
西 原 町 122 読谷村 50 
具志川 市 106 金武町 49 
中 城村 89 宜野湾市 48 
糸満市 71 国頭村 46 
東風平 町 66 浦添市 37 
本部町 66 豊見城村 34 
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出 身 市 町 村 計 出 身 市 町 村 計

与那原町 33 八重山 1 

佐敷町 31 島尻郡 1 

南風原町 30 熊本県 5 

勝連町 28 広島県 5 

今帰仁村 27 東京都 5 

玉城村 26 愛知県 3 

北谷町 22 鹿児島県 2 

具志頭村 21 福島県 2 

大宜味村 20 京都 1 

知念村 20 奄美大島 1 

与那城村 17 北海道 1 

嘉手納町 16 茨城県 1 
宮古 15 宮城県 1 
石川市 12 兵庫県 1 
伊是名村 1 1  県外 1 
恩納村 1 1  プラ ジル 29 
石垣市 10 フ ィ リ ピ ン 7 
東村 6 ハ ワイ 5 
伊江村 6 中国 5 
伊平屋村 4 香港 1 
具志川村 2 ポリ ピア 1 
与那国町 1 米国 1 
久米島 1 アルゼ ンチン 1 
多良間村 1 不明 485 
竹窮町 I 

合 計 2 , 397 

(8) 年齢別 ・ 男女別参加者数
no 年齢層 女 男 不明 計 no 年齢陪 女 男 不 明 計
1 0 ~ 4  5 3 8 13 60~64 131 98 229 

2 5 ~ 9  8 13 21  14  65~69 1 15 93 1 209 

3 10~14 30 26 2 58 15 70~74 89 85 3 177 

4 15~19 40 22 2 64 16 75~79 45 47 4 96 

5 20~24 22 24 7 53 17  80~84 1 5  2 7  2 44 

6 25~29 14 20 4 38 18 85~89 14  8 22 
7 30~34 20 1 1  4 35 19 90~94 1 1 
8 35~39 26 33 8 67 20 95~99 ゜， 40~44 47 61 1 109 21  100~104 1 I 
10 45~49 74 69 2 145 小 計 933 829 51  1 , 813  
1 1  50~54 117 89 8 214  年 齢 不 明 242 1 69 173 584 
12 55~59 120 99 3 222 合 計 1 , 175 998 224 2 , 397 

(4） 世別参加者数
世 計 世 計

2 世 891 4 世 97 
1 世 735 不 明 1 6  
3 世 658 合 計 2 , 397 

'゜



2 . 海外県系人参加者全 リ ス ト

プ ラ ジル
アゼペ ド アルパロ
イエ リリアン
カ ナシロ カ マエ イ
カ ナシロ イクタロー

コウチ セ イ キ
タナハ ラ ケンホ ン
ト ウマ

ナ カ マ シ ゲ ル
マエ ダ
ヨ サ オ ー タ ビ オ
安谷屋 イ リア
安谷屋 洋子
安里 フジコ
安里 徳正
伊差川 初枝
伊智 芝 徳
伊波 美智子
稲福 恭生
莉添 消
栄 野比 テイ
翁長 プ リ キ ン
足比久 正子
嘉陽 ウシ
¥｛陽 八 重
花城 消密ジョル ゼ
花城 明 美
外問 シ ゲ
外間 清一

喜納 ア ツ 子
喜納 好
喜友名 菊
吉村 国 光
久保玉栄 仁正
宮城 シ ズ子
宮城 ツ ル
宮城 ヨ シ オ
宮城 毅隆
宮城 消三
宮城 繁 子
宮城 チョジュウ
宮平 初子
宮 里 エ ド ソ ン
宮 里 ツ ル
宮里 エ ド ソ ンケンジ
玉元 政子

ア ゼベ ド エベリナ
ィ ョ ャ ワ タ ダコ
カ ナシロ セ ッ コ
カ ナシロ エ ド ソ ン K
ゴハ ロサ
タナハ ラ ケル ソ N
ト ウマ サ エ ヒ コ

ナカ ヤマ ケンイチ
マエ ダ エイ ゾウ
安度名 信夫
安 谷屋 エルザ
安谷屋 洋子
安里 マサ ト シ
伊芸 孝俊
伊集 守繁
伊波 マサ子
伊波 武英
浦崎 光子
浦 添 雄勝
奥問 貞 夫
翁 長 マリーナ
屋比久 孟消
祝陽 ウト
嘉陽 巳代治
花城 消長
花城 マリオ ミ ノ ル
外間 輝夫
外間 田場マリア
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玉城 源照 玉城 守 玉城 盛三 玉 城 セ イ シュウ
玉城 セイ ゾウ 玉那覇 カ メ 金城 し ず 金 城 ウ ト
金城 キク 金城 ジョゼ 金城 セイ エ イ 金 城 ツ ネ マ ツ
金城 ト シ子 金城 ト モ 子 金城 ハル 金 城 マ ツ
金城 マ リ ーナ 金城 ヨ ネ コ 金城 安光 金 城 栄一

金城 喜久 金城 京子 金城 勲 金 城 光 栄
金城 三郎 金城 春 金城 常松 金城 政喜
金城 政子 金城 正栄 金城 消栄 金城 消幸
金城 盛良 ロ ベル ト 金城 徹 金城 芳吉 具 志 盛栄
具志堅 シゲ子 具志堅 ト ヨ 具志堅 フ ミ 具志堅 フ ミ子
具志堅 マ キ シモ 具志堅 マ リ オ 具志堅 ヨ シ子 具 志 堅 賀 乙留
具志堅 京子 具志堅 勤栄 具志堅 古真 具 志 堅 光 子
具志堅 弘 具志堅 進栄 具志堅 仁一 具志堅 誠善
具志堅 宮田文子 具志堅 勇 具志堅 洋子 具志 ロ ー ザ知念
熊貝 美代子 源河 タカ コ 古我地 ユ リ 子 呉屋 ス ミ子
呉屋 ツル 呉屋 トクコ 呉屋 ハル子 呉屋 ユ キ
呉屋 盛仁 呉屋 良吉 幸地 テ ネ ザ 幸地 ト ヨ 子
幸地 賢輔 幸地 消輝 幸地 清供 広瀬 ト シ コ
応江洲 ナベスキ 高江洲 ヒ デ コ 高江洲 ヨ シ 高江洲 義栄

高江洲 祥江 高良 ア リ ー ニ 高良 ウサ 高 良 ト キ
高良 マル リ ー 高良 ミッ コ 高良 幸子 ア リ セ 高 良 三郎
高良 茂男 高良 オ ーガス ト 渇良 ミ リ ア ムチェ ミ 高嶺 顕功
国吉 ア イ 国吉 キ ヨ エ 国吉 スエ子 国吉 チ ョ
国吉 幸栄 国吉 盛輝 国吉 竹 国吉 洋子ルイ ザ
根路銘 初子 座波 慶子 座波 朝昌 座波 冨
崎間 しず子ネ イ デ 崎間 カ メ 崎問 キ ヨ 子 崎問 ネ イ バ
崎間 マ リ ア 崎間 レ イ コ 崎間 達英 崎間 達 孝
崎間 達笑 崎間 達夫 崎間 辰夫 崎 間 上里 レ イ カ
崎浜 秀博 山城 シゲオ 山城 ジョゼー 山城 興造
山城 勇 山城 エ ミナージア 山川 ユウ コ 山 村 ウ ト
山村 八重子 山村 隆 山 田 ギセイ 山 田 セ ッ コ
山田 ヨ シ ト モ 山田 義秀 山 田 春枝 山内 ウ サ
山内 カ ズ コ 山内 キ ヨ 山内 セ イ イ チ 山内 セ イ エ イ
山内 セイ ユウ 山内 ヒ ロ コ 宮里 山内 フ ミェ 山内 マサ ヒ ロ
山内 モ リ マ サ 山内 リ ーセイ 山内 勲 山内 幸 江
山内 幸子 山内 セイ テ イ ス 志伊良 エ リ ザ 糸数 初子
謝花 キ ヨ 謝花 静壱 諸見謝 フ ジ 諸 見 謝 幸仁
諸見謝 幸徳 諸見謝 文子 諸見里 安史 諸見里 文子
勝連 山戸 勝連 春子 勝連 勝子 小橋川 エ イ 子
小橋/I I ハルコ 小橋川 栄一 Ij僑川 リ ョ ーシン 小渡 マ リ ナ
小波津 次郎 小液津 正吉 小波津 千代子 小波津 善市
小波津 房子 小野寺 富美子 松田 宇宙生 松堂 忠顕
松本 ミ ヨ 松本 精一 照屋 カ マ ド 照屋 サ ダ子
照屋 タ ケ ヨ シ 照屋 ト ミ 照屋 ミサ オ 照 屋 ミ ヨ コ
照屋 喜助 照屋 政子 照屋 律子 照 屋 マー リ オ
照喜名 正恒 上間 フジ子 上間 ヨ シ 上 間 幸雄
上原 上原 エ リ アナ 上原 エ リ カ 上原 オ リ ン ダ
上原 カ マ ド 上原 キ ク 上原 ケンジ 上原 シ ズ エ
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上原 ジ ョ ー ジ 上原 タ ツ ェ 上原 チ ヨ ミ 上原 マ ス 江
上原 マ リ ア 上原 ユ ウ シ ン 上原 ヨ ウ 子 上原 光子
上原 幸啓 上原 幸親 上原 三郎 上原 重盛
上原 正徳 上原 全盛 上原 博 上江洲 き み子
上江洲 一雄 上江洲 光子 上地 ノ リ テ ル 上地 ヨ ネ コ
上田 サ ト ル 上田 マ ル シ ア 上田 ミ ヨ 子 上里 マ リ ア
上里 ル イ ザ 上里 朝真 上里 平次郎 城間 ア キ ラ
城問 エ ミ 子 城問 カ ル ス 城問 キ ク 城問 シ ズ
城問 ス ミ 子 城問 ハ ツ ェ 城問 光 城問 信一

城問 政光 城問 清一 城問 盛一 城問 盛玄
城問 盛浩 城問 盛勝 城間 芳 新垣 ト ミ 子
新垣 ヒ デ 新垣 フ ジ子 新垣 勲 新垣 春子
新垣 信光 新垣 信男 新垣 正人 新垣 徳輝
新垣 洋子 新崎 ツ ル子 新崎 盛起 新城 安 成
新城 文 新 田 き み子 新田 ロ ー ザ 新田 平吉
新里 キ ヨ コ 新里 ヨ シ ヒ デ 森根 チ ョ 森根 美 年
真栄城 ヨ シ 真栄城 玄幸 真栄里 幸枝 真栄里 保幸
真境名 初枝 其境名 徳次 真保栄 ト ヨ 真保栄 幸子
真保栄 稔 神谷 ト サ子 神谷 ヨ シ子 神谷 牛太郎
神谷 消 次 神谷 繁知 神田 ヒ デオ 神田 ユ キ コ
神田 実 神田 春 神田 消栄 親JI I カ ミ
親川 タ カ コ 親川 一男 親川 婚志 親川 セ ー シ ョ ー

親川仲村渠 ヨ シ コ 瑞慶覧 長申 赤嶺 あ さ 子 赤楽 つ る 子
赤嶺 カ マ ド 赤嶺 シ ゲ 赤嶺 マ サ ユ キ 赤嶺 春 子
赤樹 正進 赤嶺 文 治 赤 嶺 フ ラ ン シ ス 鉄也 赤樹高良 ミ ヤ コ
川 上 ミ ツ ォ / 1 1 上 栄一 川 上 英美 仲本 川 上 恵 美 子
川 上 レ ニ セ ス エ ミ 仲本 川 上 レ ナ ト 栄一仲本 川端 ハ ル 川 端 フ ジ
川 端 マ リ ア 川 端 景助 川端 景文 川 満 吉雄
川 満 節子 前 田 ト ミ ェ 前 田 正次郎 多 良 ト ミ コ
大城 ア レ シ ャ ン ド ラ 大城 ウ シ 大城 ウ シ ャ 大 城 カ マ
大城 カ マ ド 大城 カ メ 大城 サ エ 子 大城 ス エ リ
大城 ソ ノ エ 大城 ト モ エ 大城 ヒ デサ ダ 大城 ヒ ト シ
大城 ミ サ エ 大城 ミ サ コ 大城 ヤ ス ノ リ 大城 ユ キ コ
大城 ヨ シ 大城 ヨ ネ 大城 ヨ ネ子 大城 ル イ ス
大城 栄太郎 大城 英太郎 大城 加那 大城 君子
大城 幸松 大城 行範 大城 春子 大城 常子
大城 信太郎 大城 政吉 大城 消吉 大城 消隆
大城 盛 蔵 大城 盛 忠 大城 長祐 大城 敏子
大城 夫 人 大城 夫人 大城 デ ィ ー バ 大城 ロ ペル ト 竹良
大城 直 輝 大 田 ト ク ス セ 大田 信夫 大 田 恵子
大 田 イ ー ピ ス 大 田 バ ネ ー ザ 大 田 直孝 大嶺 ス エ リ ー
大嶺 チ ヅ コ 大嶺 ト ミ 子 大嶺 実祥 滝上 ロ ド ニ ー
滝上親川 ダルー シ イ 知花 サ チ 知花 ヒ デハ ル 知花 ヨ シ子
知花 亀助 知花 光 秀 知花 広班 知花 弘子
知花 弘和 知花 秀春 知花 春子 知花 真勲
知花 優子 知念 キ ク 知念 ハ ツ コ 知念 明
池 原 カ メ 池 原 盛 喜 中 山 と し子 仲宗根 ジ ュ リ オ
仲宗根 フ ロ リ ン ダ 仲宗根 弘子 仲宗根 政 光 仲宗根 節 子
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仲宗根 福江 仲松 弥吉 仲松 弥光 仲松 弥友
仲真次 ルイ ザ 仲真次 栄徳 仲川 ユ キ オ 仲 川 宵留
仲村 ち よ 子 仲村 タケ 仲村 秀子 仲 村 昭栄
仲村 盛吉 仲村 盛幸 仲村 敏男 仲 村 マ ユ メ レ ジナ
仲村渠 あ さ 子 仲村渠 カ チ ア 仲村渠 幸子 仲程 セルジオ
仲田 ハ ル ミ 仲田 徳吉 仲本 ジュンイ チ 仲本 ト シコ
仲本 魁作 仲本 吉先 仲本 善光 仲本 敏子
仲本 末子 仲本 ルシアンナ 仲里 ギ ル カ 仲里 サチェ
仲里 ジュ リ オ 仲里 ズ ー カ 仲里 セー リ ヤ 仲里 ルシアマ リ ア
仲里 太郎ズー リ ヨ 仲里 ジウウ リ オ 長田 栄治 長浜 盛永
長嶺 エイ イ チ 長嶺 フジ 長棗 ミツ 子 長衛 明広
津波 カ ルメ ン 天願 シズ子 天願 唐次郎 田 港 朝徳
田場 ジョ ルジ 田場 ダース 田場 ディ ルセ 田場 レ オ リ ン ド
田村 紀典 渡嘉敷 マ リ ア 渡久地 カ ネ 子 渡 久地 親盛
渡慶次 ミツォ 渡ロ カ メ 渡 口 浦太郎 渡 口 平助
渡ロ カ ネ子 渡名喜 nIi栄 渡名喜 庸光 島袋 キ ミ子
島袋 セッ 島袋 ヨ シ ミ ッ 島袋 レ イ 子 島袋 恵 美 子
島袋 理削 当間 キク 当 間 チ ェ ミ 当 問 ハ ケ ト
当間 ハ ル ミ 当間 ヨウコ 当問 酎善 当 問 ジュー キ
当間 フ ァ ピオ 当問大城 ホ ミコ 当 山 次郎 当 山 消子
当 山 峯子 当山 良信 徳里 カ メ 内 問 秀 雄
内問 春子 波平 シル 波平 ヒ ル 八幡 ア キ
八幡 松栄 八幡 信子 鉢磁 消子 比嘉 イ サ ム
比嘉 エ ミコ 比嘉 キ ホ 比嘉 シズ 比嘉 セ イ キ
比嘉 セイ ギ 比嘉 タケオ 比嘉 チ イ コ 比嘉 チ ョ 子
比嘉 ルイ ザ 比嘉 安雄 比嘉 春 比嘉 昭和
比嘉 常春 比嘉 新 昌 比嘉 消子 比嘉 盛義
比嘉 増茂 比嘉 徳太郎 比嘉 敏光 比嘉 ユ リ コマルシ ア
比嘉 リ リ アン宮城 美里 セイ イ チ 美里 ヨ シ 富 山 安徳
宮山 和子 宮 田 キク 宮浜 昌盛 富浜 静江
福原 朝全 福原 良子 平 千代 平 朝進
平良 ト ミコ 平良 ユウシン 平 良 ユ キ 平 良 ヨ シコ
平良 玉茂 平良 消松パウロ 米須 キ ヌ 米須 キ ヨ
米須 ト ミ 米須 清喜 米須 清幸 米須 清助
辺土名 フ ミ子 辺土名 ロベル ト 辺土名 朝栄 返本 チ ズ 子
豊長 幸子 豊長 清順 又吉 イ ルダ 又吉 健光
又吉 昌重 又吉 盛信 名 嘉 ス ミコ 名 嘉 セ イ テ ッ
名嘉 正良 名嘉真 マ サ子 名幸 仁亀 目 差 ト ヨ
目差 博則 野原 デニ ス 野原 ト ミ 野原 ミ ヨ 子
野原 栄喜 野原 幸一 野原 秀子 野原 進 栄
野原 清幸 野原 静子 野原 米子 野原 ロベル ト 正男
野村 マ リ ア 野村 ジ ョ ルジマ ルセロ 与儀 ア キ 与儀 ア ケ オ U
与儀 タロー 与儀 ナベ 与儀 ミサ ヨ 与儀 ヨ シ
与儀 寛 与儀 太郎 与儀 哲夫 与儀 マ リ オ ミ ノ ル
与那覇 静子 与那覇 千代 与那棗 静子 与那嶺 千代
与那嶺 ケ イ 子 与那棗 ジ ョ ゼ 与那嶺 ス モ エ 与那嶺 セ ツ 子
与那嶺 ト ヨ 与那嶺 ナベ 与那嶺 マ キ 与那嶺 マ ルセロ
与那嶺 ユ カ 与那嶺 ユ ミ 与那嶺 ヨ ネ 与那嶺 ヨ ネ コ
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与那磁 ル イ ス F
与那嶺 仁一

硲井 ト ヨ
アフソ ジョゼ ハジメ

与那嶺 育孝
与那出 良 明
嶺井 佐栄
アフソ マ リア フジ コ

与那領 光
与那嶺 和則
硲井 松雄
ア ラ オ ル ジ ョ ン ケイ ラ

イ ケ シ ロ ク ラ ウ デ ィ ア エ デ ィ ン エイ ザノ レ セ ン ド エル リ ジ ク パ レ ス サ ン ト スヨ シ ェ
オ ゾ リ オ ジ ョ ゼ モ ラ イ ス カ ール ロ ス ロ ペルト ロ ペス シルベルト イ ス ラ エ ル

与那嶺 真次
剃井 アニタ
和宇慶 朝厚
ア ン ド レ ア メ ス キ ッ タ
ソ ア レ ン ス
オ ズ マ ル テ イ セ イ ラ ピ
エ イ ラ
ジュリ オ ン タ カ シ 川 口

ス ゼ ー チ アペ レシー ダ ソ ゼ ー ル イ ス リ ペ イ ダ ニ エ ル フ ー ゴ ハ ン ヘ ク ト ー ル ア ル ナ ル ド ゴロ ア ッ シ ャ ー ト ダー ソ ン ン サ ン ス
ペルイ ー シ ロー レ ン ゾ マ ス ト ロ ニ マ ル コ ス ア ミ オ リ オ ン エ ド パウロ ユ リ フ ェ ヘイ ラ サ パン ト ニ オ
ル イ ス ロ ド ル ホ ア ラ ゴ
ン オ ル テ

ペルー

ア ギ ラ ハ イ メ ア キ ラ
セソ コ セ イ アク
ナカ ニシ アルバ ート
安座問 フ ァ ン
安富祖 ギ ル モ
安里 昌 一

伊芸 銀 勇
伊舎良 アナ
伊集 ピクトリア
伊是名 シ ー サ ル
稲福 ヒ ロ
稲嶺 エンリケ
奥間 オ ル ガ ス ミ
屋嘉比 フ ア ナ
屋嘉比 秀三
屋 良 ツ ル
嘉手苅 エンリケ
我那覇 郁子
岸本 デリア
喜屋武 エ ウセ ピ ア
喜納 フ リ オ
fu甲 ル イ サ
俄保 マ ー リ オ
久場 フ サ 子
久米 ス サ ナ
宮城 タ マ エ
宮城 盛 光
宮 平 て る 子
宮 里 実忠
玉城 アントニ オ
玉城 ド ー ラ
玉城 康正
玉城 善助
玉城 苗子
金城 ア ナロサ
金城 フ ァ ン
金城 ヨ シ子
金城 正勇

アルパレス 中程 ホ セ
タ カ ラ カ メ キ チ
フクハ ラ チョ ー ハン
安座問 喜泳
安里 ジューン
安里 粕進
伊芸 正栄
伊舎良 ウシ
伊集 ホ ルヘ
伊礼 サ ダ子
稲福 フ ァ ナ
運天 フー リ オ
屋 沼 初枝
屋嘉比 ホ セー

屋 宜 ツ ル
屋 良 朝永
嘉手苅 信子
我如古 ネ リ
岸本 ヒ ロ子
喜屋武 ジョゼ
喜納 プ ラ ンカ
俄間 静子
焙保 ミ ゲ ル
久場 良 憲
久米 ロー サ
宮城 フリオ
宮城 徳太郎
宮 平 アルベルト
宮里 朝正
玉城 ギ ェ ルモ
玉城 マ リア
玉城 新七
玉城 貞 子 サ ラ
玉城 良 雄
金城 エンリケ
金城 フ リ ア
金城 ル イ サ
金 城 盛雄

ウル ダ シ ゲ オ
タ カ ラ ミ ッ コ
フクハ ラ ルリ コ
安谷屋 ハ ル
安里 ユ キ
安里 鍋助
伊芸 富夫
伊舎良 ナエ
伊集 ヨ シ
伊礼 英夫
稲福 フ ァ ン
運天 寛明
屋 嘉比 エ レ ナ
屋嘉比 ラ ウル
屋宜 フ ァ ナ
嘉手 苅 トマス
嘉手苅 良 信
我如古 房子
岸本 ロサ
喜屋武 ロサ
喜納 ホ ルヘ
俊武 ウシ
儀保 喜栄
久場 良 繁
宮城 カ ッ
宮城 マ リ ア
宮城 グ ラ シ ェ ラ
宮 平 ロサ
玉元 ウト
玉城 セシリ ア
玉城 マ ルガ リタ
玉城 正一

玉城 美 枝 子
玉城 ジ ェ ニ フ ェ ル は な え
金城 カ ル メ ン
金城 フリオ
金城 ル イ ス
金城 善代

ゲ イ ニア ジュアンナ
タ マ モト ロベルト
安度名 リチャ ー ド
安宮祖 ギアルモ
安里 ヨ シ
伊芸 紅雄 ホ セ
伊佐 マ ルシア
伊集 よ し
伊集 盛真
稲福 ド リス
稲福 ロサ
栄野比 カ ルロス
屋嘉比 ツ ル
屋嘉比 ロ サ
屋 宜 盛 繁
嘉手苅 ロサ
我那覇 ヘ ル マ ン
丸 井 ピクトリア
喜 屋 武 ア レハン ド ロ
喜 納 オ ルガ
也甲 マ ヌ エ ル
俄保 イ ザペ ル 久 子
俄保 光雄
久 田 一男
宮城 カ ル メ ン
宮城 春子
宮城 フ ラ ンシスカ
宮 里 ア ナ
玉城 ア レジ ャ ン ド ロ
玉城 ツ イ ラ
玉城 光子
玉城 善香
玉城 美 代 子
玉那覇 春子
金城 ク ラ ウリ オ
金城 ベー ド ロ
金城 ルシア
金 城 徳ーア ルフ レ ッ ド
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金城 峯子 具志堅 ア レハ ン ドロ 具志堅 サ ダ コ 具 志堅 ハル子
具志堅 マリア エ レ ナ 具志堅 正起 具志堅 善光 具 志 堅 貞 子
兼久 ロサ 呉屋 ウメト 呉屋 ロサ 呉 屋 敏子
呉屋 良吉ホセ 幸地 長文 国吉 ハル 国頭 実
佐久田 ロサ 佐久田 菊久子 坂本 マサ コ 崎原 カ ル ロ ス
崎原 マル コ 三浦 テルオ 山 口 保雄 山 口 房雄
山城 カルメ ン 山城 静 山城 善禄 山 川 実
山川 宗祐 山 内 カルメ ン 山 内 シゲ 山 内 春子
山内 昌栄 山入端 フ リオ 山里 ギセリエ 山 里 ト ミ
諸見里 ハ ツ ミ 諸見里 フ リオ 諸見里 マリア 諸見里 ルシア
諸見里 安憲 諸見里 安徳 諸見里 慎義 勝連 ヨ ラ ン ダ
勝連 春子 勝連 苗子 Ij僑川 ア ナ ／卜栖川 栄 徳
小波津 浩 小波津 茂子 松川 ホルヘ 松/I I 重夫
松田 カ ミ 松田 フリオ 松田 マヌ エル 松 田 マリ
松田 杉枝 松田 美津江 松田 芳春 松田 サ ミ ュ エル
照屋 カ タ リナ 照屋 キ ヨ 子 照屋 栄孝 照 屋 貞 子
照喜名 マヌ エル 上間 春子 上原 カ ナ 上原 カ マ
上原 シンセイ 上原 ノ ルマ 上原 ハ ツ ェ 上 原 ヘ ナ ロ
上原 ロサ 上原 良和 上原 勝次郎 ホセ 上江洲 セ サ ル
上地 イ サペル 上地 ト ヨ 上地 フ ラ ンシス コ 上地 ロ ー レ ル
上地 康秀 城間 ナ ンシー 城間 マルガリ タ 城 問 初 子
城田 ア デア 城田 フ リオ 新垣 ア レ ジ ャ ン ドロ 新垣 ア ンヘ リ カ
新垣 ピクトル 新垣 フ ァ ナ 新垣 フ リナ 新垣 ホ セ
新垣 ロサ 新垣 君子 新垣 実 新垣 淑雄
新城 蒲吉 新城 兼吉 新城 直義 新 里 エ ミ
新里 エ ンリケ 新里 シル ビア 新里 テ レ サ 新 里 善彦
新里 勇賢 真栄平 アグスト 真栄平 ト ヨ 子 真 栄 平 作雄
真喜志 パウリナ 真境名 ル イ ス 神田 進 神里 八重子
親川 イ レ ネ 親川 カ ズ子 親川 ク リオ 親川 フ ァ ナ
親川 ヨ シ 親川 義一 親川 義助 ホ セ 親川 民子
親川 フ ーリオ 嵩原 久正 嵩原 良子 赤嶺 ア ナ
赤嶺 モリノ プ 赤嶺 ル イ ス 赤嶺 貴子 赤 嶺 光弘
赤嶺 静子 赤嶺 全重郎 前外間 ツ ル 大 山 ル イ ス
大山 朝助 大城 アナ 大城 カ ルメ ン 大 城 ガ ビ
大城 キ ヨマサ 大城 グテ レス 大城 コ ー 大城 サ ントス
大城 シオ ド ミロ 大城 シゲ 大城 シ ン イ チ 大 城 ジ ョ ー ジ
大城 ゾイ ラ 大城 ト ヨ 子 大城 フ ァ ナ 大 城 フ ァ ン
大城 フ ェ リシタ 大城 フ リア 大城 ホセ 大城 ユ キ
大城 ルイス 大城 ロサ 大城 グロ ド ミロ 大城 ジョセ フ ィ ー ナ
大田 静子 谷元 昌子 知念 ア レ ハ ン ド ロ 知念 オ ス カ ル
知念 カルメ ン 知念 フ ラ ンシスカ 知念 初子 知念 盛 治
知念 宮美 池宮城 孝子 池宮城 オ ーガスト 中村 善孝
中村 苗子 中村 文雄 中程 フ ミ子 中 程 愛子
中程 銀秀 仲間 フ ーリオ 仲間 ヨ シ コ 仲 間 春 子
仲宗根 テルオ 仲宗根 テ レ サ 仲宗根 フ ェル ナ ン ダ 仲宗根 安徳
仲宗根 菊 仲宗根 松子 仲宗根 宮子 仲松 ま ゆみ
仲松 ヒ デ子 仲松 ロサ 仲松 ヴ ィ ク タ ー 仲地 キ ヨ コ
仲地 ホルヘ 仲程 フ ァ ン 仲 田 幸弘 仲 田 勝信
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仲 田 忠 司
長浜 ラ ウ ラ
津嘉山 ド ミング
渡嘉敷 ペ ド ロ
渡久地 ア グスト
島袋 カ ル メ ン
島袋 テ レ サ
島袋 ノ プコ
島袋 フ リ ア
島袋 リ ンハチ
島袋 林八
束江 輝雄
桃原 ネ リ ー

当 山 金勝
徳村 昌 子
比嘉 セ イ ジョウ
比嘉 ハ ル子
比 嘉
比就 康 夫
比嘉 消子
平識 善 保 ホ ル ヘ
平敷 初子
平 良 セ イ スケ
平 良 リ カ ル ド
堀川 カ ル メ ン
堀川 カ ロ リ ナ マサ ミ
又吉 ホ セー

又吉 武雄
名 嘉 頃 フ リ オ
友 寄 政男
与座 サ ダコ
直栄城 エ ン リ ケ

ハ ワ イ
ア ウ ア ルソン
ウエハ ラ ク レ イ トン
カ ネ シロ フ レッ ド
キ ャ プ ケネス
コン ノ ジョー

シ ラ キ ジロウ
チョウ フ ィ リ ス
ト メ カ レン
ナ カ マ カ ル ピン
ニ ュートン カ リ ー

ヒ ガ マー ク
プエン リ チ ャ ー ド
マロニ ー ア リ ス
モ ッ ク モ ー ゼス

仲田 アンヘ リ カ
長嶺 フ ァ ナ
津波古 弘
渡嘉敷 ラ フ ァ エル
登川 オ ル ガ
島袋 シゲル
島袋 トシコ
島袋 パト リ シア
島袋 フロア
島袋 ロサ
東恩納 光一

束江 正裕
桃原 広美
藤本 エ イ コ
徳村 政繁
比嘉 セ イ ユ
比嘉 フ ミ
比嘉 喜盛
比嘉 初子
平識 ペー ド ロルイ ス
平川 ヨ ラ ンダ
平敷 ア レハン ド ロ
平良 セシー リ ア
平良 ロサ
堀川 カ ル メ ン
又吉 カ ミ
又吉 マカ ト
末吉 ヒ ロ ミ
名 幸 芳貞
友寄 年男
与座 仁明
慎栄城 ロサ

アウ グウ ェ ン M
カ ネ シロ エ デ ィ ス
キ ダ ノ プコ
キ リ ウ メ ア リ ー

シ キ ヤ ハ ルコ
タ ノ ノ リ コ
トガ ミ デニス
ト メ キ ミコ
ナ カ ミネ K 
ニ ュートン カ レン
ヒ ガ ミサ
ホ カ マ トシ
ミギタ サトシ
モ リ シ ゲ ツ ルエ

仲本 ヨ シ
長嶺 義秀
天願 フ ァ ナ
渡嘉敷 ルイ サ
土師 ソイ ラ
島袋 ジウハチ
島袋 ト メ サ
島袋 フ ァ ナ
島袋 マヌ エル
島袋 信子
東 江 グロ リ ア
桃原 サンチ ャ ゴ
当 問 ア ルパ ー ド
藤本 カ レン
徳村 武雄
比嘉 ツ ル
比嘉 ホ セ
比嘉 度栄
比嘉 松寿
平識 ル イ サ
平敷 オ ル ガ
平良 ア グスト
平良 ナ ンシー

平良 亀吉
堀川 ミゲル
又吉 グスタ ポ
又吉 ロサ
末吉 消 徳
名 幸 ホ ルヘ 消栄
与儀 フ ャ ナ
嶺井 フ ァ ナ
渓喜志 節子

ア ザマ ジ ェ ーン
カ ネシロ ト ク セイ
キ ノ シ ズ エ
コール リ ンダ
シ キ ャ ロ ピン
タマエ シ ゲ オ
トグチ シ ズ
ト メ イ ケネス
ナ カ ミネ カ ズ オ
ハ プ フ キ コ
フルモ リ サ ン ド ラ
ホ カ マ マサトシ
ミギタ エ レン ユ キコ

モ リ シゲ ノ リ コ

仲里 実
長嶺 美恵子
田 場 ア ニタ カ ズコ
渡 嘉 敷 進
島袋 ア キ ラ
島袋 スエ ミ
島袋 ナ ピ
島 袋 フ ァ ン
島袋 マ リ オ
島袋 政 則 ア レハン ド ロ
東 江 マルガ リ ータ
桃原 ト ヨ
当 間 ミ キ
藤本 ヴ ィ ク トル
比窮 T リ デ ィ ア
比嘉 トシ
比嘉 ロ サ
比嘉 公子
比嘉 消孝
平識 ル イ ス
平敷 兼朝
平 良 ア ナ
平 良 メ リ
堀川 エ ミ リ オ
堀川 恭達
又吉 ビ ク トル
又吉 光子
名 嘉 文 子
名 幸 マルガ リ タ シ ゲ コ
与儀 米
硝井 リ エ子

イ ケイ セ イ コ
カ ネシロ ノ ーマン
キ ノ バウル

コンノ キ ャ ロ ラ イ ン
シ ラ キ キ ヨ コ
ク マエ ノ プコ
トパラ ヨ シ ア キ
ト メ イ マサコ
ナ コウ ベ テ イ ヨ シ江
ヒ ガ ハ ツ ヨ
プエン ヤ ン
マサ ダ レ イ コ
モ ッ ク ハ リ エ ット
リ ー ア ラ ン
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リ ー ア レン ワン スー 安井 サン ドウラ 安永 グ レ イ ス
安度名 ポール 安宮祖 チ ャ ールズ 安里 アン 安里 ジ ェ ーン F 
安里 レ ー リ ン トキ 伊計 ノ ーマン タ ケ シ 伊計 リ チ ャ ー ド シ イ チ 伊芸 き み子
伊芸 ウサ 伊芸 コーゾー 伊芸 ジーン 伊芸 ノ ー ラ
伊芸 ラ ルフ 伊芸 章徳 伊波 ハ ツ ノ 伊波 バ イ オ レ ッ ト
伊波 ベンジャ ミ ン 伊敷 ジェ ーン チコ 伊敷 ド ナル ド 稲福 ル ピ ー

宇栄城 アンセイ 宇栄城 リ リ ー 王堂 イ ニ ッ ド 王堂 フ ラ ンク リ ン
屋宜 セイ エ イ 屋宜 ミ ェ 屋宜 ヨ シコ 屋 宜 ト ー マ ス セ イ キ チ
屋比久 ア サ ノ 屋比久 モ ト ク 屋宮祖 クラ イ ド 屋富祖 シ ズ エ
屋官祖 ヒ ロ シ 屋良 チョウキ 屋良 ツルコ 屋 良 ト ミ コ
外間 コンラ ッ ド 岩井 ジーン 喜屋武 ケン 喜屋武 レ ナ ト
喜屋武 ロー ラ 喜屋武 ダイ オ ト コ 喜屋武 フ ラ ジ ィ オ 喜屋武 ラ フ ィ エ ル
喜納 アルフ レ ッ ド 儀問 チョー ヨ ー 儀問 リ チ ャ ー ド 宜野座 ジ ャ ネ ッ ト
宜野座 安子 吉原 エ デ ィ ス 久場 エ ド ワー ド 宮城 キ イ コ
宮城 ジェ ーン 宮城 チ ャ ールズ 宮城 ツルコ 宮城 パ テ ィ
宮城 フロ レンス 宮城 マ サコ 宮城 ミ ツ ェ 宮城 ヨ シ モ リ
宮平 アン 宮平 ウェ ーン 宮平 エ レン 宮平 キ ヨ シ
宮平 ハ リ ..,.. 宮平 パト リ シ ア 宮平 プ リ シ ラ 宮 平 ヨ シコ
宮平 ヨ シ ノ プ 宮平 リ チ ャ ー ド 宮平 リ ン 宮平 ロパー ト
宮平 フ ミ ェ ア リ ス 宮平 ベツ ィ ー タエ 玉城 イ レ ー ヌ 玉城 カ メ コ
玉城 スティ ー プ 勇 玉城 セイ キ チ 玉城 ナン シ ー 玉城 ナン シ ー

玉城 ナンシー 玉城 マ サオ 金城 ハ ッ コ 金城 キ ャ ロ ル チ ェコ
具志堅 トシオ 具志堅 ハ ツ ェ 桑江 ツルコ 兼城 キ ク エ
兼城 ジャネ ット 兼城 メ ア リ 兼城 ヨ シコ 兼城 ロバー ト
兼城 メ ル ピン ナオ ヤ 兼本 エスター 古我地 エ イ テル 古我地 サトル スタン レ ー

古島 チ ョ コ 戸田 セイ 戸田 ド リ ス 呉屋 カ ナー

呉屋 カンコウ 呉屋 ナンシ ー 呉屋 ネ ー ル 呉 屋 ヒ デオ
呉屋 ユ リ コ 向井 シ ャ ーロ ッ テ 高良 ア サ オ 高 良 キ ク
麻良 フサエ 高嶺 スタン リ ー 佐々 木 コー レ イ 佐 々 木 N フロー レンス
佐喜真 ア キ ラ 佐喜真 ジェ ーン 座喜味 キクエ 座喜味 ヤ ス イ チ
坂本 イ ツ ォ 坂本 ジュ リ ア 坂本 ア レ キ サンダー 山城 ア リ ソン
山城 カ メ ジ 山城 トクイ チ 山城 ノ プコ 山城 ノ ラ
山城 ヨ シ 山城 ロ ド ニ ー 山城 盛孝 糸村 ア ン ア イ コ
糸村 チ ョ 篠沢 キ ャ ロル 小橋川 カ ネ イ チ 小 ） 1 1 ジ ェ イ
小川 パイ オ レ ッ ト 小谷 ペ テ ィ ー 小谷 ニ ッ キ ー カ ズコ 松 田 キ ャ サ リ ン ミ ツ ェ
松島 シゲキ 照屋 サ チコ 照屋 タ ケ オ 上原 キ ク
上原 シンスケ 城間 カ メ 城間 カ レン 城間 シ ケン
城間 シズコ 城間 スエ 城間 デ ビ ッ ド 城問 ド ロ シ ー

城間 ベティ 城間 マ サ オ 城間 マ サコ 城間 ミ ツ ォ
城間 ミ リ ス 城間 リ チ ャ ー ド 城間 レ イ モン ド 城間 ジ ェ ーンセ ッ コ
新井 ル ビ 新垣 カ ズ オ 新垣 キ ヨ コ 新垣 ジ ェ ー ム ス
新垣 セイ キ 新垣 タカ シ 新垣 デニス 新垣 ハ ルコ
新垣 ハ ル ミ 新垣 ミ ル ド レ ，ヽ， ド 新垣 ジェ ームス 新川 カ メ コ
新川 キ ク エ 新川 ゴロー 新川 ジュン 新川 ツ ルコ
新川 ト ム 新Il l ウディ リ ンカ ーン 新ll l マ リ ー カ ドタ 新川 レ イ ナニ カ ズコ
新里 チ ョ 森山 スコ ッ ト ッ グ ミ 真喜志 ア リ ス 神谷 ヨ シコ
西川 コウチ イ 石原 ツルコ 石原 ハ ッコ 石 原 ミ ッ コ
石 原 シ ョ ーフク 石川 ア レン 石川 キ ヨ コ 石川 シ ャ ノ ン
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石川 ハ リ ー

赤川 ク ミ子
前田 シ ズコ
増長 ジェ ニ ー ナオ ミ
大城 ア リス
大城 マサル
大城 君江
知名 テ イ イ チロウ
池原 ナ ン シ ー

仲間 シ ゲ ミ ツ
仲 問 ヨ シ オ
仲問 セ イ タロ ー

仲宗根 ミ ッ コ
仲村 ナ ン シ ー

仲本 ジ ャ ニス
仲嶺 真助
長ヤ月 マッ
津波古 ケイ ジ
田場 ジョ ア ン ト ミコ
土井 チ ョ
島 袋 ト ヨ コ
島 袋 リー ト レ ス
徳田 ナ ツ ェ
比嘉 ショ ー エ イ
比嘉 ヒ デオ
浜崎 リ リ ア ン
平良 ゼンエ ン
名 設 キ クコ
与那原 マ イ ラ
与那嶺 シ ャ ーマン
和 田 ヨ シ ア キ
カ ネ シ ロ ジ ェ イ ソ ン
ジ ュ ン
ギポ ジ ュ ン タ ミ
バ レス テ ロス マサコ
マナン デック リサ アン
ラ ム

ロ ス ア ン ジ ェ ルス

石川 フ ミコ
赤嶺 シ ズ子
前 田 ヒ ロ シ
多 田 キクエ シロタ
大城 シ ズ エ
大城 ミッコ
大 西 イ サ ム
知 名 ミ ヨ コ
池原 マーク
仲問 ツ ルコ
仲問 孝善

赤川 アケ ミ
赤嶺 ヒ サコ

前 田 ヤエコ
多和田 ハルコ
大城 セイ キ
大城 ヨ シ
知名 エ ド ワー ド
池原 セイ コー

池原 銀録
仲問 マサル
仲問 幸代

赤 川 オ サ エ
泉J I I ワー レ ン

祖 度 ト ミコ
太 田 ツ ナ ヨ フ ラ ン シス
大城 セ イ モ
大城 銀正
知 名 キ ク ミ
池原 チ ャ ール ズ
仲間 キ ヨ コ
仲問 ヨ シ ェ
仲間 ア グネス

仲宗根 オト 仲宗根 クラ レンス 仲宗根 デニス T
仲宗根 ロバート T 仲宗根 リーン ヨ シコ 仲村 エ イ シ ン
仲村 ミルト レット 仲村 ア デ レー ン 仲田 キ ク ミ
仲本 チ ョ 仲本 デポラ 仲本 トク ヒ デ
長甜 キ ヨ ノ 長嶺 テルマ 長嶺 マサタツ
長嶺 ス ティ ー プ ン 津嘉山 ジェ イ 津波古 エ イ ミー

津波古 フジコ 津波古 ペッチー 天願 ト ミコ
田場 ホ レ イ ス セイ チ 田 里 ジョン 渡 ロ シ ズ
島根 イ サ ム 島根 ヘ レン 島袋 カ オ ル
島袋 ヒ デオ 島袋 フ ミコ 島袋 バーニ ス ル ミコ
島袋 ルース、 フサ エ 東恩納 良吉 当 山 キ ク エ
内 間 ト メ 比嘉 エ イ ミー 比嘉 エ ベ リン
比嘉 ツ ヤコ 比嘉 ド リス 比嘉 ハ ルコ
比嘉 マサ オ 比嘉 ピ ピア ン シ ズコ 比嘉 リチャ ー ド サ ダオ
福島 タケル 福島 ト ミ 平良 ウ ォ ルター

平良 ヨ シ エ 平良 ジ ェ イ ソン ヨ シ オ 平良 リチャ ー ド
木村 スナエ 友利 ミェコ 与座 ミ ツ ェ
与那原 ロ イ 与那城 エ レ ア ノ ー ア 与那城 ハロル ド
与那嶺 マック 与那嶺 ロバート 和田 エ リックア グ ナ ク リ ス ト フ ァ ー エ リス 宮里 シ ズコ オ ー ド ニ ア ラ ッセルア ー レ ン
カ ネ シロ スコット ミノ ル カ ネ シロ ダイ ア ン ス ミエ カ ネ シロ デー ン タケシ
チ ュ ン グ ケイ トクダ イ リス ハ ツ ノ トクダ レスリー モ トコ
フ ォ ックス クリア ラ ンス フ ォ ックス マーガ レット プ ラ ウ ン チョコ 比嘉
マネ ン デック ジ ェ オ ルジア ウラ ケイ コ ト ミタ イ クコ
リン ワイ ヘー 小橋J I I ミ ツ ェ

マックロー リン ジョン FLOYD シ ゲ コ イ ワタ ベ テ ィ イ ワマサ ススム
オ ダ メ ア リ ーイ ワマサ メ ラ ニ エ エ ンジ ェ ル

カ ネ コ リ ン ダ カ ネ シロ ア キ コ
カ ミ カ ワ フ レ ド リック カ ミカ ワ ミ ツ

コ ム ス ダ ニ エ ル コムス フ ミコ

スナイ ダー エ イ コ セ イ パ ー フィ ル
タケウチ ミ ユ キ タ ワタ ミ シ ェ ル
チョ ー マサコ チョー ヨ ネコ
ナ カ タ ハ ーパ ート ナ カ タ ヒ ト シ
ノ ザ ワ シ ャ ーロン ヒ ガ シ フ ラ ンク

オ ダ フ ラ ン シス
カ ネ シロ アンナ
コー ツ ケイ コ
ジョーソ ン キョウコ
タ カ ヤス カ ズコ
タ ワタ シンユ ー
ド ルダ ス ミ ナガハマ

ナ カ タ マサル
ヒ ガ シ サ エコ

カ ヒ ー キ ク エ
コナー セ ッ コ
ス ギ オ カ カ ッ コ
タ カ ヤマ トモ ヒ ロ
タ ワタ ユ キ エ
ナ カ ク カ ズコ
ナカ ヤ ナ ン シ ー N
ヒ ガ シ ジ ェ ン
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ヒ ガ シ ジョイ ヒ ガ シ ョ ー コ ピア ッ ツ ア リ エ コ
フ ジム ラ メ リ ー ジ ェ ーン ヘルマン ヨ ネ コ ホ フ マン ト シ
ミヤクニ カ オ ル コ ミ ヤ ヒ ラ ユウイ チ ヤナ ギ エ イ コ
ヤング ジョン ヨ ギ ュウ コ ヨ シ ズミ エレーナ
ヨ シ ヒ ラ チョウヘイ ヨ ナミネ シ ズ コ レイ チ ケ イ コ

安宮 実 安富 完実 安宮 次代
奥間 ナ ン シー F 下山 ス ージー 下津 安男
儀保 カ ズ オ 宜保 ハ ナ ヨ 宮城 ス エ コ
宮城 マ リ エ 宮城 嗣夫 フ レ ッ ド 宮城 クレランス S
宮平 コ ーイ チ 玉那覇 カ ズ コ 金城 武男
金城 ヨ シ オ 具志堅 ヨ シ コ 具志堅 ユ カ リ
古堅 ヤ ス シ 古堅 マ サ キ 砂辺 ジョー ジM
山下 タ ダ シ 山城 アミ 山城 エ イ ミ
山城 ハルオ 山城 リ チ ャ ード M 山城 リ リ アンM
山 西 ス ーザン 山西 ス テ イ シ ー 山 西 ロ イ エ
糸数 セッ コ 糸数 ハルオ 糸数 フミオ
糸数 フミ ヒ ロ 糸数 ミチ ヨ 糸 数 ミ ヨ コ
上原 サチ コ 上川 ミ ツ 上川 フ レ•ド リ ッ ク
新里 イ ッ コ 新里 エ ッ コ 新里 ケンイ チ
新里 ケンジ 新里 ケンゾ一 新里 建 昌
親川 ロ イ N 杉浦 ミ ッ コ 石橋 ハ ル コ
石嶺 ヒ デオ 前川 コ ース ケ 大兼久 リ チ ャ ード
大城 ス エ コ 大城 ト ヨ コ 大城 ピク ト リ ア
大城 マ リ コ 大城 シゲ コ 大城 ハ ヤ シ
沢祗 ヤ ス カ ズ 仲松 ナ ツ ェ 仲 田 均
仲 田 勝 仲田 盛松 仲 田 武
島 ミェ コ 島袋 キ ヨ コ 島 袋 マ ッ ショー

島袋 タ ケ マサ 島袋 ヘン リ ー 1 東 ジョー

東 ジェニ フ ァ ー 東 フ ランク 東 ヨ ー コ
当銘 エ リ ッ ク 当銘 ヤ ス コ 当銘 由洋
藤村 メ ア リ ー ズ ジ ェ ー ンT 藤村 イ ペ ッ テ J 藤村 ケ イ S
比嘉 ペン 平良 ケ イ コ 名嘉原 美 由紀
与儀 祐子 工バンス ジュ ディ ハ ル コ スタ プロウラ キ ン ス ハ ッ コ
パーナ ー デ ィ J ジ ュ リ ア A バーナ ーデ ィ J ペード ロ マ ッ ク イ ン タ イ ア タ ケ コ

アルゼンチン

カナ シ ロ S グエ リ ー リ カ ルド
マ キ シ マルク マ キ シ ャ ス ハ ル

屋宜 宜太郎 屋宮祖 虎吉
下門 正秀 我謝 正喜
岸本 垣夫 喜納 エン リ ケ 政雄
久場 フミコ 久場 シンジ ロ ウ

マ キ シ シ ズ子

安里 シ ゲ

屋富祖 ル イ ス 健

我謝 文子
喜納 セバステ ィ ア ン マサヤ

宮城 ト ミ

フ ジム ラ カ イ

マ エ カ ワ コ ウス ケ
ヤ ナ ギ エミ コ
ヨ シ ヒ ラ シ ズ

安宮 ト ヨ コ
安里 ツ ル コ

岩 田 麻利子
宮 城 ペ ト ラ K
宮城 ジ ェ ー ム ス S
金城 良
古堅 キ ク コ
砂辺 チ ョ コ

山 城 タ カ コ
山 西 ア イ リ ー ン

山 田 ジ ェ ニ フ ァ ー

糸 数 フ ミ ヒ コ

松本 リ ン リ ー R
上地 ト シ コ

新 里 ケ ン シ ョー

神山 修旭
石川 リ ア ン ヌ

大兼久 マ イ ヤ ト ル M
大城 フ ミ コ

大 城 マ サ コ

仲 田 建喜

仲 田 和 子
島 袋 ア ルバー ト T
東 サエ コ

桃原 マ サオ

当 銘 キ ャ ロ ライ ン A
比嘉 チ ョー ギ
与 儀 シ ズ エ

ス ト ル ス マ ーク ネ イ ル

マ キ シ チ ル

伊計 ア ド ル ホ

下門 エミ リ ア

外間 カ ル ロ ス
吉 田

宮 城 ヨ シ
宮城 哲夫 宮城 八津子 宮城 エ ディ ス マ リ アナ 玉城 よ し
玉城 エ マ 玉城 ツ ル子
玉城 エ ルネ ス ト 玉那覇 オ ラシ オ
玉那覇 ク リ ス テ ィ アン 勝 具志堅 ま さ 子
高良 キ ヨ 佐久田 キク

山城 康茂 山城 剛男
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玉城 ホ セ ー 玉 城 昌一
玉那覇 盛徳 玉那覇 百々 子
具志堅 ア メ リ ア 具志堅 政 喜
佐久田 朝政 山 城 オ ル ガ
山城 洋子 山川 フ ァ ン



山本 美 佐子
謝花 ク ラ ウディ オ
上原 トク
城間 ヘルマン
新垣 ソ ノ
新垣 吉春
新垣 善太郎
新門 マーセ ラ
新里 コ ゼ
新里 フ ァ ン
新 里 建 昌
新里 司 ダ ニ エ ル
親川 甜洋
石嶺 順子
大城 エ レ ナ
大城 定 男
知念 賢信
仲間 カ ッ
仲宗根 フ ェ デリコ
仲村 実好
仲村渠 新 光
東江 ロベルト
比嘉 エ ス テバン
比嘉 ベニト
比嘉 廂輔
面原 兼吉
又吉 フ ァ ピ アン 信輝
饒平名 知 秀

ポ リ ピア
安里 嗣幸
伊集 マル ガ リー タ
喜瀬 洋子
宮 里 清
金城 政次郎
具志堅 春子
高 里 カ メ
山 城 興 喜
新城 キ ク
神谷 ジーナ
大城 か よ 子
大城 消英
池原 ト ミ
仲村 信子
長嶺 成次
島袋 健
熱田 栄
比嘉 賢次

山里 将佑
秋山 和香子
上地 ト ヨ
新垣 ア リシア
新垣 ト ミ
新垣 初子
新垣 善和
新門 定雄
新里 ゴ ゼ
新里 ミェ
新里 孝徳
新里 真一

勢理客 宗 勇
川 上 エ イ イ チ
大城 ト ミ子
大城 徹三
知念 幸雄
仲間 勝夫
仲宗根 マリ ヨ
仲村渠 垣夫
仲尾 初子
当 山 カ ルロス
比嘉 オスカ ル
比嘉 ホセイ
比嘉 和子
福原 善吉
与那嶺 カ メ
饒平名 朝美

安里 静子
井上 光 永
儀間 安子
玉城 正子
金城 徹
兼本 清
根間 玄正
山 城 信子
新城 幸代
神谷 ヨ シ
大城 タ ケ
大城 美 香
池原 正次
仲村 豊子
島 袋 エ リ カ
島 袋 伸子
比嘉 の ぞ み
比嘉 好子

志伊良 マリア エ レナ
松堂 ま ゆ み
上地 源五郎
新垣 シゲ
新垣 フ ァ ン JUAN
新垣 善幸
新垣 フ ァ ピ アン アンヘル
新里 ア ド リアナ
新里 シゲ
新里 悦子
新里 広子
新里 善吉
勢理客 静
前田 コー ゼン
大城 菊
知花 孝栄
知念 佑憲
仲宗根 カ ルロス
仲宗根 ルイ ザ
仲村渠 洋子
津嘉山 善彦
徳問 消善
比嘉 セル ヒ オ
比痛 ロベルト
比嘉 アントニ オ 善雄
又吉 正之
与那嶺 フ ァ ン

伊集 ヨ シ
屋 良 恵
宮城 吉子
金城 エ ミ子
金城 苗
幸地 広
崎浜 タ ケ
山 内 誠
新城 田吉
神谷 健
大城 ヒ デオ
大城 美 和
中 田 喜正
仲村 ア ンシ ョ ウ
島袋 金 丈
島袋 誠栄
比嘉 ハ ツ ェ
比嘉 昭八

志伊良 ロペルト 正 美
松堂 リ カ ル ド 昭
城問 フサ子
新垣 スサナ
新垣 ホ ル ヘ
新垣 善市
新城 春子
新里 カ ナ
新里 ヒ ロ子
新里 吉春
新里 浩 オ ラ シオ
新里 和子
石川 盛行
前堂 ト ヨ
大城 幸子
知念 絹子
池原 パッロス マリア アナ
仲宗根 セルジオ
仲松 ヨ シ
仲村渠 和子
島袋 カ ズ子
比嘉 ア ント ニ オ
比嘉 ハージ
比嘉 挙保
比嘉 ホ ルヘ エ ド フル ド
又吉 ア リシ ア ベ アトリス
饒平名 シル ピ ア

伊 集 朝規
喜 瀬 演子
宮 里 馨
金城 ハ ツ
具志堅 興貞
幸地 富子
崎浜 マリオ
新垣 ま ゆ み
真栄城 ミル ダ
神谷 利明
大城 秀子
池 宮 貞 子
仲座 ヨ シ
町田 孝 夫
島 袋 恵子
島袋 千明
比嘉 永祥
比嘉 隆
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宮 田 栄
平良 な お み

友利 美代
道木 聡強
宮城 アウグス ト

北カ リ フ ォ ルニ ア
ア パ ッ ド キ ク
ハ リ ー エマ

ヒ ガ シ ジョー

ホ ールマン ヨ ネ コ

安慶名 パッ ト

沼 田 美智子
新垣 ト ク ヨ シ
藤井 ミ ノ ル
カ ネ バ リ ト ー マ ス

グ ア ム

オ ク ヒ ラ

サイ コ ト リ ニッ ト
ヤ ギ ア サ コ
レミ グ ラ

遠藤 テ ルコ
松田 ト ヨ ヒ ロ

城間 盛義
与儀 ユキ コ

嘉陽 け ん

フ ィ リ ピ ン
ジョージ レポ リ エ ド
ヒ トミ ク ルス

千代子 イ バーニ ェ ス
エル リ ンダ ラベ ロ
ア ド ラ アルバレス
テ イ ロ ル マ リ キ ータ

上原 ま さ 子
城間 ヒ ロミ

ワ シ ン ト ン D C

ア ル シップ カ ズ コ
ヘンズ ビー タ カ コ

ス コ ッ ト ミカ ニコ ル

沢村 カ ヨ コ

コ ン シレランス リ サ

ダグラス ア ン ド リ ュー

サク ラ メ ン ト

ダン ド イ 富士子

フ ィ ー ルズ キ ヨ コ
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宮 田 恵美子
野里 栄順
井上 ハ ツ

小西 英夫
中程 アミーダ

ウラベ エ イ コ
ハ リ ー エミ コ

ヒ ガ シ フ ラン ク

ホ ワ イ ト ヤ ス

久保田 ア キ コ
城間 ト ー マ ス
新垣 健一

末吉 ヨ シ コ
カ ネ バ リ ヨ シ コ

オ ク ヒ ラ ノ プ コ

タ ナ カ ヤ ス コ
ヤ ギ マ サ ヒ ロ

伊礼 敏江
遠藤 ミェ

城問 ア ツ ヨ シ

城問
カ ル ドウ ェ ル ヨ シ コ

嘉陽 た だ し

ノ プ コ ドュカ

モナ リ サ アグア ス
ヨ シ子 ラモス

ネルソン パギン ト
ス ー シ ー フ ーラオ

富 田 オ リ ベ シ オ

親泊 ゆ り 子
城間 プ リ オニス エルモ

安里 デニス
リ ー ア ラン

富 田 千代
野里 照子
新垣 真澄

比嘉 明美
中程 ジョー

カ ネ シ ロ エ ディ ス
ヒ ガ シ サ エ コ
ヒ ガ シ ョ ー コ

リ ーチ フ ミ コ

久保田 シ ゲ ル

城 問 ピー ト ライ ス
東江 カ ズ コ

カ ド リ ッ ク ス ミ コ
バーチ ェ ラー フ ミ コ

ケ ルマ ア キ コ
ダンセル キミ
ュンゴ ス エミ

永山 ヨ シ コ

嘉陽 美加
城問 サ ツ キ

新崎 モ リ オ
フ ロ レス カ ト ミ

親泊 留美子
政子 カ バ リ エ ロ
エレーノ ラモス

ジ ョ リ ミ ー ア デ ィ マ ク ラ ガ ン
ハ ルミ プ リ オ ネ ス

照屋 ト ヨ 子

長嶺 な つ 子
城間 プ リ オ ニ ス ハ ルミ

フ ォ ルタ マ ユミ
リ ー カ ッ コ

ス コ ッ ト エ リ カ テバルデ ィ サ ヨ コ
コ ンシレランス リ ョ ウコ コ ンシ レ ランス サ ム

ヘンズ ピ ー エ イ ミ モンガン ケ イ コ

キ ルゴア 文子

上原 マ ツミ
マ ク ギー キ ヨ コ
ハ リ ング ト ン 美代子

平良 い ず み
友利 金三郎
玉城 チ ョ ミ

根間 玄正
比嘉 エ リ カ

コ ー ツ ケ イ コ
ヒ ガ シ ジ ェ ニ フ ァ ー

プ ルー フ ヨ シ コ

安炭名 ゴ ー ド ン
／」遁川 ペ ン

新 垣 ツ ヨ シ

藤井 ミチ コ

カ ド リ ッ ク フ レッ ド

ケ ルマ ヨ シ オ
ト ルニ ト サ エ コ
リ カ ー ミナ コ

遠藤 イ チ ェ

松 田 ト ヨ イ チ
城 間 タ エ コ

与儀 シ ゲ コ

嘉 陽 喜 代 美

マ リ リ ン レ ポ リ エ ド

初 子
・

ワ タ ン
ヒ ロ ミ ト・ レ ン テ ィ ー ノ
カ ズ コ エ ン プレオ

エ ルモ プ リ オ ネ ス

仲嶺 み つ 子

城問 光 子 プ リ オ ニス

フ ォ ルタ ネ ス ト ア
島 袋 マ サ コ

与那覇 テ イ コ

コ ン シレ ラ ン ス ル ビ

ダグラ ス チ ョ コ

ホ ワ イ ト サ イ ド ハ ルコ

花城 民子



モントガ マ リ ー 信子
ウエ ス トバ ー グ 愛子

レイ ン シ ナ コ

ニ ュ ー ヨ ー ク

比嘉 照行
山 口 栄鉄
マ ー テ ィン ジョン

サン ド バ ー グ

城問 セ イ ジ

ジ ョ ー ジア
ナ ンシー ルイ ス

池宮 順子

山 田 良子 ジ ャ ンキ ンズ 千代子
ウエ ス トバー グ ナ ンシー ハ ーベ イ ユ リ エ
キ ン グ スミ コ フ ィー ルズ ジョセ フ

比嘉 洋子
山 ロ エ イ ミ
マ ー テ ィン ハ ー リ ー

レネ カ ッ コ 大城
城問 コ ー イ チ

比嘉 挙児
前川 昌 道
テ ラ ム ラ ヤ チ ョ
城問 イ サム

池宮 か お り

リ ビン グ ス ト ン マ リ ア
シルバ ツ ネ コ

比嘉 龍児
マ ー テ ィン トシ子
ャ ス コ サン ド バー グ

大城 勝子 レーン

池 宮 マ イ クフ ロ イ ド シゲ コ

当 真 貨子 平良 恵子 パーマ ー ウ ェ ス タ ー・ 与那覇 シ ズ子
ウイ リ ア ム ズ・久高 ト シ子 グ リ フ ィン • 宮城 康子
チャ ンド ラ ー佐久田 マサ子 フ ィ リ ップ パーマ ー

サンダー ズ ・ 又吉 ツ ル子 ス ミ ス ・ 賀数 敏子

ホ ワ イ ト ・ 安富祖 節子 ルイ ス ・ 高江洲 佳代子
ワ ー カ ー ・ 大城 百合子

ワ シ ン ト ン

伊礼 盛一

フ ォ ー セ ット ヒ サ コ
ロ ビン ズ ノ プ コ

ハ ーバー ド フ ミ コ

シ カ ゴ

嘉数 薮
ポッ タ ー ヒ デ コ

ジ リ ゲン バ ビー

嘉数 カ オ ル

サ ンデ ィ エ ゴ

新城 友弘
ジョン ソ ン キ ヨ コ
チ ョー マ サ コ
ヘ イ ゼ ル ロ バー ト

ト ロ ン ト

親川 ト ク ス ケ

親 l l l ケ ピン

仲 田 ス ミ コ

メ キシ コ
古波蔵 求

内 里 公子

大兼久 貴 美 子

スペイ ン

辺土名 朝雄

伊礼 節子
フ ォ ー セ ット
ロ ビン ズ ア ル

ポ ー ル ヨ シミ

越戸 康子
ポッ タ ー パ ラ

宮 城 ノ ー マ ン

中 島 ポプ

新城 タ ミ

ガニオ ユ キ

コ ウチ ヨ ウ コ

親川 エミ

親川 ミ コ

藤 田 ア ケミ

古波蔵 明 美
内 里 ハ ジ メ

大兼久 康子

マ イ ク

リ サ

辺土名 ト モ ト ラ

ネ イ バー トシ コ

フ ァ ーマ ー ショー コ
ハンナ スミ コ
ポー ル ケ ルピン

内問 ジョー ジ

ポッタ ー ミ ツ ハ ル

ウ ェ ンド ー フ ピル

ヘ ス ス コ ー

金城 昭子
与那嶺 ケ イ コ

イ ー ス トウッド エ ミ コ

親川 タ カ シ

親川 コ ー

神山 ヨ シ ヒ ロ

古波蔵 由 美
山 川 カ タ リ ナ 喜久子

古波蔵 エ リ カ

マ ー ビン レ イ コ
ロ ード マ サ コ

ハンナ サオ リ
ニッパー エミ

内 間 メ ア リ
ジ リ ゲン キ ョウ コ

ペト リ ー マ テ ィ

ヒ ルン ス キ ヨ ネ コ

安次富 ト ヨ コ

ペ ア ティ ノ プ コ

親l1 1 キ ョー コ

仲田 正徳
神山 マ リ ア ン ヌ

古波蔵 忠

大兼久 正康

ト ーレ ス 内 里 レ イ 子

ア ニ カ コ ル エ リ ク ソ ン イ ザベル サ ン ッ プ エ ノ
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イ ザベル プエ ノ
エ ス メ ラ ル ダ サ ン タ イ ザ ホ セ ー ル イ ス マ ー テ ィ ル イ ス ミ グエ ル ペ ラ ド セ ル ヒ オ ミ ゲ ル ロ ー ペ
ペルサ ン ス ン ア フ ォ ン ソ ロ サ ド ス フ ェ レ ー レ ー

ハペエ ル ド ミ ソ ゲ ス ヒ ア ド ル フ ォ フ ラ イ レ ド
ノ ヽ ー ロ テ ス

ア ラ ス カ

瀬長 勉

瀬長 キ ム

上原 ケ ン シ ョ ー

レ スプ リ ッ ジ

金城 嘉孝

安座間 悦子
涌崎 政吉

香港

福島 秀世

高橋 宏

パ ン ク ーバー

宮城 弘
辻本 幸子

フ ラ ンス

高安 武美
知念 泉

カ ナ リ ア諸島

宮城 繁

サイパン

仲里 武司

カルガ リ ー

高那 善英

ザ ン ピア共和国

高良 初子

オハイ オ
ロ イ 阿嘉

ス イ ス

玉城 英彦

ス ウ ェ ーデン

浦崎 光男
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瀬長 キ ヨ コ

瀬長 ジ ョ ン

上原 リ サ コ

ロ ス ロ ビー

安座間 優

福島 和恵

高橋 弘子

宮城 盛功
辻本 広之

知念 賢祐
知念 け ん ご

マ リ ア ミ ラ グ ロ ス マ ンサーノ

仲里 サ ユ リ

宜野座 功

カ ラ プラ ダー リ ン ト ンM

瀬長 シ ン デ ィ

上原 セ イ コ

仲里 ト ニ ー

安座間 理沙

福島 ト シ コ

高橋 吾成

大山 盛照
辻本 旭

幸地 学
知念 むつ子

デ ィ ア ナ 宮城 マ ンサーノ

ペ レ ッ フ ィ リ ッ プ

瀬長 ジ ュ デ ィ

上 原 ヤ ス コ

裔椅 ト リ ナ

安座問 賢

匿宝 芝

高橋歩生

知念 栄 吉
辻本 美 智代

具志堅 美代子



イ タ リ ア
仲宗根 雅則

ヴァ ージ ニ ア
ハ ーグ ロ ー プ フ ラ ン ク

ノ ース カ ロ ラ イ ナ
ウォ ータース 米子

イ ギ リ ス
石垣 栄康

台湾
大嶺 修

ド イ ツ
比嘉 マ ル セ ロ

ベネズエ ラ

石川 新助

サ ウ スカ ロ ラ イ ナ
ハ フ ナ ヤスコ

カ ンサス
バ ワー フ ミ コ

不明
比嘉 エ ミ コ
大城 勝子

安座間 キ ヨ シ
大 城 ヨ シェ

仲宗根 保子
西脇 大祐

島袋 k 
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3 . 特別招待者l関係

( 1 ) 「世界のウチナーンチュ大会」 特別招待要網

1 .  （ 目 的）
世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会会長 （以下「会

長」 と い う 。 ） が、 海外の沖縄県人社会の地位向上に対
す る 貢献が顕著に認め ら れ る 者 （以下 「特別招待者」
と い う 。 ） を大会に特別招待 し、 そ の功紐 を称え る も の
と す る 。

2 . （対象者）
特別招待者は次の各号のー に該当 す る 者の中か ら「会

長」 が選定す る。
l ) 海外に お け る 沖縄県人会の歴代県人会長経験者
2 ) そ の他、 特に会長が認め る 者

3 . （招待者数）
特別招待者の数は、 約30名 と す る 。

4 . （選出地域）
特別招待者 は、北米、南米、 ハ ワ イ を 中心に選出 す る 。

5 . （費用負担）
特別招待者への費用負担の額 は、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 民

間大使に準 じ る も の と す る 。

6 . （処 遇）

特別招待者に対す る 処遇はオ ー プニ ン グセ レ モ ニ ー

に お け る座席の確保 と す る 。

7 . （選定手順）
特別招待者の選定に あ た っ て は、 各地域 （国） の 県

人会の意向 を尊重 し、 事務的に 可能な範囲で進め る も
の と す る 。

8 . （疾病 ・ 偽害等）
招待者に係 る 日本滞在及び旅行中の疾病 ・ 但害等の

事故処理に要す る 経費について は、 自 己負担 と す る 。

9 . （ そ の他）
特別招待者は、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 民間大使以外の も の

か ら選定す る も の と す る 。

附 則
こ の要綱は、 平成 2 年 4 月 6 日 か ら施行す る 。
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(2) 特別招待者 リ ス ト 及 びブロ フ ィ ル

叫
氏 名

I叫
出身市町村

ア ル ゼンチン( 7 名）
1 大城 秀光 69 大里村
2 山城 剛 男 70 与那城村
3 照屋 ホ セ ー 61 那覇市
4 東江 ロベル ト 40 名 談市
5 喜納 エン リ ケ ま 46 本部町

さ お

�
1

仲宗根 カ ル ロ ス 39 西原町
7 バ ロス マ リ ア ア 49 読谷村

ナ

プ ラ ジル ( 7 名）
8 1 屋比久孟清 78 宜野座村

9
1

嘉陽 相備 72 今帰仁村
10 山城 ジョセ ー 77 佐敷町

1 1 1 宮城 ニ ュ ー ト ン 76 名護市

12 I 崎間 達孝 51 佐敷町

13 I 比嘉 信克 60 名護市

14 I 仲本 魁作 68 具志川市

ポ リ ピ ア ( 4 名）
15

1
宮里 馨 65 名護市

16 宮里 清 61 国頭村

17 I 山城 興喜 61 浦添市

3 I 1 8  I 伊集 朝規 85 平 良市

プ ロ フ ィ Jレ

新会館建設委員会委員長、 元 沖縄県人連合会会長。
新会館建設委員会現委員長。
医師、 プ ロ フ ェ ショ ナ ル （大学、 専門学校以上卒業者） 各界で活薙 し て いる人で組織するグルー プの リ ー ダー。
医師、 邦字紙 「 ら ぷ ら た報知」 社長。
弁護士、 沖縄県人連合会顧問。

コ ル ド パ州 2 世の リ ー ダー。 日 本人移住100周 年記念や 日 本文化祭で活躍 t
ア ル ゼンチンの北、 フ フ イ 州の州都、 フ フ ィ 市の中学校長。 1日姓、 池原。

県人会事務局長、 理事、 会長 と 、 約30年問に わ た り 県人会を育て上げた育ての親である。 会長歴1 5年でプラジル

沖縄県人会 を代表する大先甜である。
県人会理事、 副会長 を 長年務め 、 会長 2 ヶ 年、 現在相談役、 • 愛会心に燃え た活動家 t

二世 リ ー ダーの大先甜、 著述家 と し ての名声が高い。 特に 日 本史、 日 本文化な どの著iりが多 く 日 本紹介に或い は、

子弟の意識の高揚、 指碍育成に尽力。
戦後県人会創立者の一人。 ポ語書記15年、 理事、 法定会長な ど県人会迎営に携わ っ て活動 し た功組 は実 に 大 き い。

薬剤師 と し て 医療活動、 福祉事業 に も 多大な貢献 を果たす。
ア ラ ラク ワー ラ 市の州立歯科大学の学長で栂士の学位を 持 ち 地城住民 は勿論、 学界の信頼 と 期待 を 一身 に背負 っ

た 当 地方の 日 系二世のホ ー プ。
南マッ ト グロッソ州（沖縄県 と の姉妹都市） 最高裁判所長官 で 2 世法曹会最低地位の人で連邦下院議員（県人系）

2 人 と 共に沖縄県人の誇 り を 勝 ち 取 っ た人。
プ ラ ジルに 於 ける琉球音楽並びに郷土芸能の普及活動で 2 世、 3 世囮 に 高 く 評価 さ れ、 後世への指専育成に不可

欠の人材（古典音楽師範） 。

89年度 ポ リ ビア沖縄県人会長、 現同限人会監事、 サンタクルス市沖細県人会相談役 と し て活動中。

88、 89、 90年度ポ リ ピ ア沖縄しR人会副会長 と し て会長 を 補佐 し、 県人社会への貢献度 は高 く 、 日 系人の地位向上

に も 貢献 し て いる。
87年度限人会創立以来理事、 監事 と し て 活躍、 また 県人会創立前 は移住地の自 治体である日 ボ協会の会長 と し て

移住者の地位向上に貢献、 今 な お ボ リ ピ ア沖縄県人会監事 と し て活躍中である。

元県人会長。



g I No. I 氏 名 I No I 出身市町村

ペルー ( 8 名）
19  I 伊芸 銀勇 82 宜野座村

20 
I

徳村 政繁 68 名護市
21 上原 良和 61 与那原町

22 I 佐久田 記久子 61  具志頭村

23 I 諸見里 員 義 58 具志頭村

24 I 具志堅善光 81 本部町

25 I ／卜橋川 栄徳 76 西原町

26 I ア ナ ロサ カ ナ シ | s3 I 与那原町
ロ

ニ ュ ー ヨ ー ク ( 1 名 ）
27 I 松川 重一

I 
58

1
名 設市

ワ シ ン ト ンD.C. ( 1  
名 ）

2 8  I 島 正寛 87 名設市

ロ ス ア ン ジ ェ ル ス
( 3 名 ）

29 沢祗 安和 I

| 

58 嘉手納町
30 宮城 つ ぎお 63 大宜味村
31 中谷 夏子 68 西原町

プ ロ フ ィ Jレ

全 日 系人 よ り 高 く 評価、 尊敬 さ れ、 常に指巧的立場にあ っ て 、 又、 長年地域社会に も 大 き く 貢献 さ れ る 。 県人会・
日 系人協会の顧問と し て 信望厚い。
移住75周年記念事業の一現であ る 運動場、 会館建設に尽力 、 継続 4 ヶ年会長 を 務 め、 りI業完成 をみ る 。
性格 は温厚で、 会計 ・ 幹事長 を 務 め た。 移住75周年記念事業及びプール建設事業に関 る 事務局長と し て その手腕
を発揮。 現在、 副会長と し て 活躍中。
鎚踊活動 を通 じ て常に県人会、 婦人会発展のた め尽力 、 そのかたわ ら 、 県人子弟へ郷土の文化芸能の普及、 指導
にあ た る。
移住80周年記念事業の一衷とす る プール建設事業の徴}̀｝委員会長 を 務 め 、 その貢献 は、 頻著。 又、 県人会発展の
推進者とな っ て常に尽力 、 内外か ら 信望、 特に厚い。
在留県民の権 益擁護を常に配慮、 又、 県人会の発展と県との連携強化に梢極的、 終戦後県人会長 も 務 め ら れ、 現
在順問。
元県人会長、 現在顕問。 戦前 よ り 角 力部長と し て活躍。 地域社会への貢献等数々 の功組が認め ら れ 日本政府 よ り
叙勲を受け る 。 移住75周年記念事業にお い て迎動場建設に尽力す る 。
日 系人 協会に所屈す る 日 秘診板所に も 勤務 し厚生医税 面 を通 じ地域社会に貢献。 ペルー全国民 よ り 信望が厚 く 国
家再建に彼女のカfil:、 手腕に大 き く 期待 さ れて い る 。 サ ン マルコス大学区板部教授 t

初代 (1983~84年） のニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会会長と し て 活躍の功紐が大であ る 。

ワ シ ン ト ンD.C．の 日 系社会で芍敬 さ れ る 人であ る 。 戦中 ・ 戦後 を 通 し ての沖縄県人社会のあ ら ゆ る 面での よ き 相談
者。 ワ シ ン ト ンD.C.県人会創設者。

元県人会長、 芸能部長と し て芸能教室の統一に貢献。 現在第一副会長、 及 び顧問。
元県人会長、 3 期務 め る 。 元文化部長、 県人会顧問。 現会館購入 に 貢献。
元婦人部長、 元第一、 第二副会長、 渉外部副部長、 会館建設紗金委員副委員長。



Na 氏 名 No. 出身市町村 プ ロ フ イ Iレ

ハ ワイ ( 9 名 ）
32 佐喜真 彰 71 宜野湾市 沖連前会長、 現沖連顧問。 ハ ワ イ 沖縄セ ンター理事。 前州下院議員、 各界か ら 羽敬 と 信頼 の あ る方。
33 エ ド ワ ー ド 久場 46 那覇市 沖連前会長、 現沖連会顧問。 ハ ワイ大学理事ハ ワ イ大学理事ハ ワ イ沖縄セ ンター委員 を設辟、 セ ンター を軌道に

政行 のせ完成に 至 っ た。
34 ゲ リ ー 新門 消一 49 勝連町 前沖連会長、 現沖連顕問、 現ハ ワ イ州取税局副局長。 何時 も 陰 で色々 と 沖連、 ハ ワ イ沖縄セ ンター の為に奉仕 し

て 下 さ る方。 現ハ ワ イ 沖縄セ ンター理事。
35 ケ ン 喜屋武 53 名談市 元県人会長、 元州議会下院議員。 現在、 アロハ ・スタデ ィ ア ム総支配人。
36 桑江 安雄 70 恩納村 述送業 を経営。 フ ィ オ キ ナ ワ 会 長 を 6 期務め た。 沖縄県人の た めに尽力。
37 東恩納 良吉 54 具志川市 元県人会長、 元州迎諭局長。 県知事訪問の際通訳 を 務 め る 。
38 仲嶺 真助 78 与那原町 2 世、 元沖連会長、 元 日 系人連合会長現在顧I！り。 元慈光fii!j教団理事長。
39 ア ルバー ト 照屋 77 那覇市 2 世、 タイ ムススー バーマー ケ ッ ト 創設者の 1 人。 ハ ワ イ沖縄セ ンター理事長。
40 アルパー ト 宮里 64 本部町 2 世、 太平洋総合司令部 日 本語担当官。 元教育界で活動。 有吉元州知事補佐官、 元 日 系人連合会会長。 元慈光園

教団理事長。
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4 国内参加者数 （オープニ ングセ レモニー、 レセプシ ョ ン出席者数）

地 域 機 関 名 案内者数 備 考（人）

I 外務省他政府、 団体等 9 外務省 開発庁 大使館他
本土 2 本土在住県人会 123 県人会長 (17) 東 京 (28) 大阪 (51) 名古屋 （6) 京

都 （1) 福岡 (20)

小 計 ( 1 ) 132 

県内 1 総合事務局関係 17 
2 在那覇領事館 ， 
3 国際交流関係団体 38 
4 沖縄県議会議員 26 
5 市町村長 46 
6 市町村議会議長 42 
7 県選出国会議員 7 
8 県功労賞受賞者 44 ， 各種公社等、 各種委員会等 71 

10 県内大学 12 
11 基地内大学 1 
12 県内外マ ス コ ミ 37 ＊ 県内案 内状送付済数 903 
13 航空会社関係 ， 

出席者数80414 県内高校 （協力校） 6 内 回答有 り
15 イ ペ ン ト 協笠社 ・ 10 欠席者数 90

16 大会実行委員会 57 回答無 し 99 
17 大会寄附金納付者 101 ＊ 回答無 し の 内 出席 し た と 見込 ま れ る 者 (99/2) 50 
18 県庁職員OB 8 
19 技術研修員受入れ企業 13 
20 県庁職員 （出先含む） 171 
21 協力依頼者 31 
22 そ の他 48 

小 計 ( 2 ) 804 
小 計 ( 3 ) … ( 1 + 2 )  936 
回答無 し の 内 出 席 し た と 見込 ま れ る 者 50 

( 4 )  

最終合計…… ( 3 + 4 )  986 出席確定数

70 


